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第9章 道路モデル 
この章では、道路モデルと線形テンプレートについて説明します。 
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9A - 道路モデルの概要 
 

道路モデルを作成する前に、路線、縦断、標準断面を作成する必要があります。道路モデルの概要と道路モデルを作成するための要

素については、「8A 標準断面と道路モデル入門」を参照してください。 

道路モデルを作成するために使用される要素についての詳細は、以下を参照してください。 

平面路線:「7D 平面TRD要素の作成」参照 

縦断路線:「7F 縦断TRD要素の作成」を参照 

標準断面:「第8章 標準断面」を参照 

 

 

  

路線 道路モデル 

2D設計モデル  3D設計モデル  

縦断モデル  標準断面エディタ 
標準断面は各横断
に適用されます。 

道路の計画中心線 

路線の縦断 

標準断面 
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9A.1 道路モデル作成の考慮事項 

9A.1.b 道路モデルごとのTRDファイルの作成 

効率的に複数のユーザーがプロジェクトで作業できるようにするため、路線の⾧い道路モデルや道路本線の道路モデルは、それぞれ個

別のTRDファイルに配置することを推奨します。 

本線沿いにあるすべての交差点と接続道路は、1つのTRDファイルに配置することができます。しかし、より複合的な交差点モデルは、

個別のTRDファイルに配置することを推奨します。同様に、本線方向に多数の接続道路や交差点があるプロジェクトの場合は、複数

の接続道路モデルを1つのTRDファイルにグループ化することを推奨します。 

また、道路計画に駐車場などの主要な敷地設計が含まれる場合、敷地設計モデル用のTRDファイルを作成することを推奨します。 

 

 

9A.1.c 道路モデルの内側処理の順序 

ここでは、道路モデルが標準断面と外部要素（ポイント制御など）を処理する順序について説明します。この情報は、高度な標準断

面と多数の道路モデルデータを使用する道路モデルのトラブルシューティングに役立ちます。「9C.1 道路モデルの図形要素:標準断

面形状と道路モデルマーカー」を参照してください。 

道路モデルを処理するとき、各標準断面配置で標準断面データが適用される順序は以下の通りです。 

1. 標準断面は、標準断面エディタで設定された標準断面の点形状を使用して、特定の位置に「配置」されます。 

2. ［パラメトリック制御点］の適用（「9G.4 パラメトリック制御点」参照）。 

道路モデルに［パラメトリック制御点］が設定されている場合、標準断面の点は［パラメトリック制御点］の設定値に

従って再配置されます。 

3. ［特性定義による平面的な拘束］の適用（「8C.6.a.xiv 特性定義による平面的な拘束」参照）。 

道路モデルの標準断面で［特性定義による平面的な拘束］が設定されている場合、2D設計モデル  の平面要素

を探索します。 

4. ［ポイント制御］の適用（「9G.5 ポイント制御」参照）。 

標準断面の点は、道路モデルに設定された［ポイント制御］を満たすよ うに 再配置されます。 

5. ［表示ルール］の適用（「8D.2 表示ルール」参照）。 

表示ルールは標準断面の点の現在位置に基づいて分析されます。 

6. 端部要素の作成。 

標準断面の点は、ターゲット（通常は現況地形モデル）を探索します。 
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9A.2 道路モデルの標準断面 vs線形テンプレート vs サーフェステンプレート 

道路モデルと線形テンプレートは似ています。両方とも、道路や擁壁のような直線的な特性をモデリングするために使用します。 

しかし、線形テンプレートは単純なモデリング操作を目的としており、道路モデルで利用できる高度な設定は含まれていません。 

道路モデルまたは線形テンプレートを作成する前に、道路モデルの線形、縦断、標準断面を作成する必要があります。 

サーフェステンプレートは一般的に、駐車場のような直線以外の特性を表現するために使用されます。サーフェステンプレートを地形モデ

ルに適用すると、地形モデルの表面下にある材質がモデル化されます。例えば、計画地形モデルは、駐車場のアスファルト表面を表現

するために作成されます。サーフェステンプレートを適用して、表面下の材質の深さ（例えば、4インチのアスファルトと6インチの骨材）を

モデル化します。 

 

 

道路モデルは、本線道路、接続道路/交差点道路、擁壁、主要カルバートなど、線形特性を作成するために使用

されます。 

線形テンプレートと比較すると、道路モデルにはより多くの操作と機能があります。 

 

線形テンプレートは、線形特性を作成するために使用されます。下図に示すように、線形テンプレートは、縁石、歩

道、切土盛土の端部要素のモデリングに使用できます。一般的に、線形テンプレートは地形モデルまたはサーフェステ

ンプレートの境界線に沿って配置されます。この構成は、地形モデルの境界線要素が線形テンプレートの路線/縦断

要素を兼ねているため便利です。 

 

サーフェステンプレートを使用して、駐車場のよ う な直線以外のモデリング特性を作成します。また、接続道路や私

道の接続部は、通常サーフェステンプレートでモデリングされます。 

サーフェステンプレートモデルは、現況舗装、表土などの不適切な材質のモデル化、定量化、計算に使用することも

できます。 

 

 
  

線形テンプレート 
（縁石と歩道） 

サーフェステンプレート 
（駐車場） 

地形モデルの境界と 
線形テンプレートの原点 

サーフェステンプレート 
（駐車場） 

線形テンプレート 
（縁石と歩道） 
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9A.3 道路モデルの設計変更への対応策 

標準断面を1種類だけ適用して作成した道路モデルでは、計画された道路設計や横断形状を正確に再現することは難しいです。ほと

んどの場合、設計意図に合わせて道路モデルをいくつか修正する必要があります。 

 

9A.3.a 道路モデルの「大きな設計変更」と「小さな設計変更」 

プロジェクト全体における様々な設計シナリオは、道路モデルに対する「大きな設計変更」と「小さな設計変更」に分類されます。 

推奨:標準断面を作成する際は、この「大きな設計変更」と「小さな設計変更」を考慮して作成します。詳しくは「8A.4.a 標準

断面の留意点と推奨方法」を参照してください。 

 

小さな設計変更:道路モデルの操作ツールを使って、特定の標準断面の点による拘束値を変更することで、小さな設計変更を必要と

する設計に対応することができます。変更の一般的な例は、道路の車線幅の変更です。［ポイント制御］または［パラメトリック制御

点］を使用して、車線端の標準断面の点の平面拘束値を変更し、道路車線を狭くしたり広くしたりすることができます。 

［ポイント制御］を使用する場合、TRD要素が2D設計モデル  に描画され、レーン端の標準断面の点はTRD要素の平面経路に

従うように変更されます。［ポイント制御］の詳細については、「9G.5 ポイント制御」を参照してください。 

［パラメトリック制御点］が使用されている場合、標準断面の点の「横オフセット」拘束値は指定された測点範囲で変更されます

（例:測点10から11まで車線幅を5ｍから4ｍに変更）。［パラメトリック制御点］の詳細については、「9G.4 パラメトリック制御

点」を参照してください。 

 

大きな設計変更:道路モデルの標準断面を大幅に変更したり、構成要素を追加／削除したりする設計を指します。例えば、道路の

一部を掘削するケースが挙げられます。掘削をモデル化するときは、掘削材料を表す標準断面の構成要素を、道路モデルの標準断面

に追加する必要があります。大きな設計変更を行う範囲でのみ使用される新しい標準断面を作成するか、ヌル点によって制御される表

示ルールを使用し、掘削の構成要素を条件付きで表示できる標準断面を作成します。新しい標準断面の作成よりも、表示ルールを使

用した高度な標準断面を作成することを推奨します。 

大きな設計変更の特別な例は、端部要素の構成要素を測点範囲に対して大幅に再配置する必要がある場合です。［端部要素の

例外を作成］を使って、標準断面の点を追加したり、構成要素による拘束点のタイプを変更したりすることができます。「9G.6 端部要

素の例外を作成」を参照してください。［端部要素の例外を作成］では、標準断面の末端に通常の標準断面の構成要素（例えば

擁壁の構成要素）を追加することはできません。 
 

道路モデルの設計変更箇所に使用するツールまたは対処方法 
小さな設計変更 大きな設計変更 

［ポイント制御］(「9G.5」参照) 大きな設計変更箇所にのみ適用する新しい標準断面を作成します。 

［特性定義による平面的な拘束］

(「8C.6.a.xiv 」「9G.9」参照) 

表示ルールとヌル点による制御を含む標準断面を使用または作成しま

す。 

［パラメトリック制御点］(「9G.4」参照) ［端部要素の例外を作成］:端部要素の構成要素のみ (「9G.6」

参照) 
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9A.3.b 一般的な道路モデリングの設計シナリオへの対処法 

道路設計のモデリングでは、設計シナリオに対応できる複数のツールや作業手順を適用します。下表は、道路モデリングで発生する

様々な設計シナリオと、その対応策を表示しています。新しい標準断面の作成や、［標準断面配置を編集］を使用した標準断面

の上書きを行わないことを推奨します。 
 

道路モデルの共通シナリオ 
設計シナリオ ツール 説明 メリット デメリット 

新しい標準横断図 

標準断面の寸法の大

幅変更があり、標準

断面の点や構成要素

を追加する必要がある

場合。 

例えば、掘削区間の

追加や道路幅が⾧い

区間にわたって大きく

変化するケースが該当

します。 

［標準断面を配

置］(「9E.4」参

照) 

新しい道路区間を表す、新しい

標準断面が標準断面エディタに

作成されます。［標準断面を

配置］を使用して、道路モデル

に新しい標準断面を適用しま

す。 

全ての標準断面は、標準

断面ライブラリと道路モデル

の両方で整理されます。 

標準断面をコピーして上書

きするよりも時間がかかりま

す。 

［標準断面配置

をコピー］

(「9E.5」参照) 

［標準断面配置

を編集］

(「9E.6」参照) 

新規の標準断面配置は、既存

の標準断面をコピーして作成さ

れます。コピーされた標準断面

は、［標準断面配置を編集］

で編集できます。 

ユーザーは、様々な標準

断面設定を素早くテスト

し、試すことができます。 

上書きされた標準断面に

は、オリジナルと同じ名前が

含まれます。 

また、上書きされた標準断

面は、標準断面ライブラリに

は存在しません

（「9E.6.a」参照）。 

異なる道路区間の擦

付区間 

［擦付区間を作

成］(「9E.9」参

照) 

2つの標準断面配置の間に擦

付区間を配置します。 

［擦付区間を作成］ツールを

使用し、擦付区間を自動的

に作成できます。 

擦付区間を一度設定する

と、簡単に操作できます。 

 

［擦付区間を作成］は、

操作が難しく、正しく動作さ

せるのが難しい場合がありま

す。 

［ポイント制御］

（「9G.5」参

照） 

［パラメトリック制

御点］(「9G.4」

参照) 

ユーザーが手動で図形要素を

作成します。幅を制御する標準

断面の点は、この図形要素に

沿って動作します。 

擦付区間や道路端の形状

を自由に設定できます。 

設定に時間がかかります。 

道路幅の変更 

道路幅を短い区間で

変更する必要がある

場合。 

例えば、先細りの車道

や待避所などが含まれ

ます。 

［パラメトリック制

御点］(「9G.4」

参照) 

幅を制御する標準断面の点の

「横オフセット」拘束値を、指定

された測点範囲で変更します。 

素早く設定できます。 線的な擦付と平行区間に

のみ作成可能です。 

［ポイント制御］と同じ結

果を得るには、複数回の使

用が必要な場合がありま

す。 

［ポイント制御］

(「9G.5」参照) 

［特性定義による

平面的な拘束］

設定

(「8C.6.a.xiv」

「9G.9」参照) 

ユーザーが手動で図形要素を

作成します。幅を制御する標準

断面の点は、この図形要素に

沿って動作します。 

擦付区間や道路端の形状

を自由に設定できます。 

設定に時間がかかります。 
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側溝の構成の変更 

側溝の深さ、幅、勾

配の形状を短区間で

変更する必要がある

場合。 

［パラメトリック制

御点］(「9G.4」

参照) 

側溝の標準断面の点の横オフ

セット、縦オフセット、勾配の拘

束値を、指定した測点範囲で

変更します。 

素早く設定できます。 線形の擦付と定数の拘束

値のみ使用できます。 

［ポイント制御］

(「9G.5」参照) 

ユーザーが手動で、側溝形状の

TRD要素とその縦断を作成し

ます。側溝の標準断面の点は、

TRD要素の平面または縦断位

置に沿って動作します。 

カスタマイズ可能な側溝の

線を作成できます。 

設定に時間がかかります。 

［端部要素の例

外を作成］

（「9G.6」参

照） 

側溝の端部要素の構成要素

は、指定された測点範囲で完

全に置換または再構成されま

す。 

新しい標準断面を作成せ

ずに、新しい側溝形状を

使用できます。 
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道路モデルの共通シナリオ 
設計シナリオ モデリングツール 説明 メリット デメリット 

切土盛土勾配の大き

な変更 

切土盛土勾配を短い

区間で大きく変更し、

不適切な接地点や細

⾧い盛土を避ける場

合。 

［パラメトリック制御点］ 

(「9G.4」参照) 

切土盛土勾配を制御する勾

配の拘束値を短い区間、数

値で変更します。 

素早く設定できます。  

［端部要素の例外を作

成］（「9G.6」参照） 

切土盛土法面または端部

要素の構成要素を完全に置

換または再構成します。 

新しい標準断面を作成

せずに、新しい端部要素

の形状を作成できます。 

 

測点範囲が短く、切土

盛土の接地位置が不

適切な場合 

［断面を編集］を使用し

た単一測点での標準断

面の上書き（「9F.5」参

照) 

標準断面配置を指定し、手

動で切土盛土の接地点を

配置します。 

細⾧い盛土や接地点で

の問題を素早く修正でき

ます。 

標準断面配置位置が

静的となり、道路モデル

編集に反応しなくなりま

す。 

［パラメトリック制御点］ 

(「9G.4」参照) 

切土盛土勾配の制御する

勾配拘束値を数値で変更し

ます。非常に短い区間での

み適用できます。 

変更内容は静的に固定

されず、他の要素の変化

に応じで動的に連動しま

す。 

 

ガードレールを配置し

たい場合 

ガードレールと路肩に特化

した構成要素を持つ、新

しい標準断面を作成しま

す。 

ガードレール付近には複数の

標準断面が使用されます。

TRD要素を使って擦付形状

を描き、［ポイント制御］で

動作させます。 

ユーザーにとって理解しや

すい方法です。 

道路の両側にガードレ

ールが必要な場合、標

準断面の管理が難しく

なります。 

ガードレールと路肩の構成

要素を条件付きで表示す

る表示ルールを持つ標準

断面を作成します。

(「8F.3」参照） 

通常の道路とガードレール区

間の両方に対応する1つの

標準断面を作成します。路

肩とガードレールの位置を表

す図形要素を描画します。

図形要素は道路モデルに

［特性定義による平面的な

拘束］として追加されます。 

この方法は、プロジェクトに

複数のガードレール区間

が必要な場合に、効率的

で整理されたモデリングが

可能になります。 

設定に時間がかかり、

難しい場合があります。

高度な標準断面の概

念を理解する必要があ

ります。 
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9B  道路モデルと線形テンプレートの作成 
 

9B.1 新規道路モデルの作成 

ここでは、［道路モデル］を使用して道路モデルを作成する方法を説明します。道路モデルを作成前に、以下の項目を完了しておく

必要があります。 

1. 平面線形を作成します。「7D 平面TRD要素の作成」を参照してください。 

2. 縦断を作成し、アクティブな縦断として設定します。「7F 縦断TRD要素の作成」を参照してください。 

3. 道路モデル用の標準断面を作成します。プロジェクトの標準断面ライブラリが、標準断面エディタに読み込まれてい

ることを確認します。「第8章 標準断面」を参照してください。 
 

 

 

 

 

1 

2 

4 

4 

4 

Altキーと下矢印キーを 
同時に押して標準断面を
選択します。 
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路線線形上で左クリックし、マウスカーソルをしばらく合わせると、ポップアップアイコンメニューが表示されます。 

［道路モデルを作成］のアイコンを選択します。 

 

別の方法:リボンの［道路設計モデリング → 作成グループ→ 道路モデル］を選択します。 

 

プロンプト:縦断を指定 – 右クリックでアクティブな縦断を使用 – アクティブな縦断を設定していない場合は、路線

線形の縦断モデルを開き、縦断を左クリックします。 

別の方法:ビューで右クリックすると、線形に割り当てられたアクティブな縦断を自動的に選択します。 

 
プロンプト:道路モデル名 -道路モデル名をつけます。ビューを左クリックして次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:標準断面を選択 - <Alt+下矢印>キーで標準断面を参照します。 

Altキーと下矢印キーを同時に押して、現在読み込まれている標準断面ライブラリ内の標準断面を参照します。 

目的の標準断面を左クリックし、OKを押します。ビューで左クリックして次のプロンプトに進みます。 

警告:目的のプロジェクト標準断面ライブラリが読み込まれていることを確認してください。読み込まれていない場合

は、道路モデル作成を一旦終了し、標準断面エディタから目的の標準断面ライブラリを読み込みます。「8A.1 標

準断面エディタと標準断面ライブラリへのアクセス」を参照してください。 

 

プロンプト:開始測点<Alt>キーで始点にロック -マウスカーソルを道路モデルの始点に合わせ、左クリックして承認

します。 

またはAltキーを押して、始点にロックします。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:終了測点<Alt>キーで終点にロック - マウスカーソルを道路モデルの終点に合わせ、左クリックして承

認します。またはAltキーを押して、終点にロックします。 

道路モデルが作成されます。 

7 
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プロンプト:間隔   - 希望の間隔をキー入力します。ビューで左クリックして道路モデルを作成します。 

標準断面を配置する間隔は、道路モデルの密度や処理要件に影響を与えます。例えば、間隔が5に設定されてい

る場合、道路モデルは少なくとも5ｍごとに1回処理され標準断面を配置します。 

警告:標準断面配置の間隔は、横断図作成時に表示される測点に影響します。「9E.2 横断図作成のための

標準断面配置間隔の線形」を参照してください。偶数の測点で横断図を表示したい場合は、間隔を割り切れる数

値に設定します。 

道路モデルの特性定義は、「標準断面配置の間隔の乗数」や、「平面路線を圧縮」などの特性により、間隔頻度

に影響します。「9D.2 道路モデルの特性定義:設計と完成」を参照してください。 
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9B.2 新しい線形テンプレートの作成 

9B.2.a 線形テンプレートと道路モデルの比較 

線形テンプレートは、道路モデルと同じように操作します。しかし、線形テンプレートの主な利点は、路線線形から反転できることです。

「9B.2.c 作成後の線形テンプレートの反転」を参照してください。線形テンプレートを使用すると、標準断面エディタでの配置に関係

なく、1つの標準断面を路線線形の右側または左側に配置することができます。 

また、道路モデルは線形テンプレートよりも多くの操作機能を持っています。線形テンプレートは、単純な縁石や歩道、交差点/接続道

路の曲線部分など、比較的単純な特性をモデリングするときに使用します。 

以下の操作ツール（道路モデルデータ ）は道路モデルで使用できますが、線形テンプレートでは使用できません。 

• 標準断面配置- 1つの線形テンプレートモデルにつき1つの標準断面しか使用できません。 

• 横断片勾配- 横断片勾配は線形テンプレートには適用できません。 

• 曲線拡幅 - 曲線拡幅は線形テンプレートには適用できません。 

• キー測点-線形テンプレートでは、特定の標準断面配置（キー測点）を指定することはできません。 

• 端部要素の例外の作成 - 端部要素の例外はありません。 

• 第二線形 - 第二線形は使用できません。 

• 道路モデルレポート -線形テンプレートのレポートは生成できません。 

• オーバーレイの縦断調整 - このツールは線形テンプレートでは使用できません。 

 

線形テンプレートで使用できる操作ツールは、以下のツールだけです。 

• パラメトリック制御点 

• ポイント制御 
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9B.2.b 新しい線形テンプレートの作成手順 

線形テンプレートの作成は、道路モデルを作成するのとほとんど同じですが、いくつかの例外があります。 

1. 線形テンプレートと共に使用する縦断は、手動で選択することはできません。アクティブな縦断を自動的に使用します。 

2. 線形テンプレートの間隔は、線形テンプレートの作成時には指定されません。出来上がりの間隔は、配置を選択したとき

にプロパティ  で設定されるストローク定義プロパティに基づきます。 

3. 線形テンプレート作成で、標準断面を平面路線上に反転または鏡映して配置することができます。 

ヒント:作成後、線形テンプレートが平面路線で誤った側に配置されている場合、プロパティ  で正しい側に反転させることができま

す。ハンドル要素を選択して、線形テンプレートのプロパティにアクセスします。「9B.2.c 作成後の線形テンプレートの反転」を

参照してください。 

 

この作業手順では、［線形に標準断面を適用］を使用して、線形テンプレートを作成する方法を示します。この例では線形テンプレー

トは、駐車場 に接する縁石および歩道の標準断面をモデル化するために使用します。 
 

 

 

 

 

 

1 

7 

線形テンプレートの結果 

7 
2 

平面路線＝ 
駐車場の外周線 



13 

 

路線（この例では駐車場の端）を左クリックし、マウスカーソルをしばらく合わせると、ポップアップアイコンメニューが

表示されます。［線形に標準断面を適用］のアイコンを選択します。 

 

別の方法:リボンの位置［道路設計モデリング作業フロー → モデルの詳細タブ → 3次元ツールグループ］ 

 

プロンプト:標準断面を選択 - <Alt+下矢印>キーで標準断面を参照します。 

Altキーと下矢印キーを同時に押して、標準断面ライブラリから標準断面を選択します。ビューで左クリックして次の

プロンプトに進みます。 

警告:目的のプロジェクト標準断面ライブラリが読み込まれていることを確認してください。読み込まれていない場

合は一旦終了し、標準断面エディタから目的のプロジェクト標準断面ライブラリを読み込みます。 

 

プロンプト:開始測点<Alt>キーで始点にロック - マウスカーソルを線形テンプレートの始点に合わせ、左クリック

して承認します。 

またはAltキーを押して、始点にロックします。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:終了測点 <Alt>キーで終点にロック -  マウスカーソルを線形テンプレートの終点に合わせ、左クリッ

クして承認します。 

警告:次のステップに進む前に、終了測点が開始測点より大きいことを確認してください。 

 

プロンプト:配置する側面を選択 - <Alt＋下矢印>キーで鏡像をオン 

マウスカーソルを、線形テンプレートを配置するための希望の側面に置きます。濃いオレンジ色のハッチは、線形テン

プレートがどちらの側に配置されるかを表示します。Altキーと下矢印を同時に押すと、線形テンプレートは鏡像さ

れ、路線の両側に配置されます。 

ヒント:線形テンプレートは、作成後、線形テンプレートのハンドルプロパティで、反転、非反転、鏡映に変更でき

ます。詳細は「9B.2.c 作成後の線形テンプレートの反転」を参照してください。 

 

プロンプト:外側の角の中心角度- この値は、曲線や角の周りの線形テンプレートのモデル密度に影響を与えま

す。デフォルト値の5°を使用することを推奨します。 

 
プロンプト:説明 - 必要に応じて、線形テンプレートに説明文を割り当てます。 



14 

9B.2.c 作成後の線形テンプレートの反転 

線形テンプレートが路線線形に対して意図しない側面に作成されることがあります。線形テンプレートハンドルを選択しプロパティを表示

すると、線形テンプレートを再作成せずに、線形テンプレートを反転または鏡像にすることができます。 

 

 

 

反転＝True 
線形テンプレートは駐車場の外周線の 

外側（上側）に配置されます。 

反転＝False 
線形テンプレートは駐車場の外周線の 

内側（下側）に配置されます。 

鏡像＝True 
線形テンプレートは駐車場の外周線の 

両側に作成されます。 

線形テンプレートハンドル 
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9C 道路モデルの図形要素の表示 

9C.1 道路モデルの図形要素:標準断面形状と道路モデルマーカー 

道路モデルを作成すると、選択した道路モデルの標準断面から「標準断面形状」が作成されます。同様に、道路モデルマーカーが道路

モデルの操作や編集するために作成されます。 

 

標準断面形状:標準断面形状は、標準断面内の点と構成要素に対応する図形要素です。標準断面の点は、道路モデル作成時

に2Dおよび3D線要素に変換されます。標準断面の構成要素は3Dメッシュに変換されます。標準断面の点の図形的な表現について

は、「8A.2.a 標準断面の点と構成要素」を参照してください。 

備考:標準断面の点は、2D設計モデル  と3D設計モデル  の両方で作成されます。2D設計モデル  で作成された標

準断面の点は、プロパティ  で「複合要素 」と呼ばれます。3D設計モデル  で作成された標準断面の点は「3D線

要素 」と呼ばれます。標準断面の構成要素は、3D設計モデル  でのみ作成されます。 

 

道路モデルマーカー:道路モデルマーカーは、道路モデルを操作するための図形要素です。道路モデルが作成されると、「道路モデルハ

ンドル」と「標準断面配置セクション」のベース道路モデルマーカーが作成されます。 

• 道路モデルハンドルは、道路モデルを操作するための主要な道路モデルマーカーです。ほとんどの編集や操作は、道路モデルハ

ンドルを選択して行います。道路モデルハンドルは、道路モデルを囲む黄色か赤色の目盛り（ハンドル）で表示されます。 

• 標準断面配置セクションは、適用された標準断面を表します。道路モデルには、複数の標準断面配置セクションがあり、各セ

クションは特定の測点範囲に適用された標準断面を表示します。「9D 道路モデルハンドルと道路モデルマーカーメニュー」を参

照してください。道路モデルマーカーは、2D設計モデル  にのみ表示されます。 

 
 

重要:標準断面の点ごとに、対応する3D線要素が生成されます。ただし、2D設計モデル  で「複合要素 」を生成するのは、一

部の標準断面の点だけです。複合要素 が作成されるかどうかは、標準断面の点の特性定義によって決まります。一部の特性

定義のみが、複合要素 の作成用に設定されています。この一部の特性定義は、標準断面の上面に位置する標準断面の点

に対応しています。標準断面の点を複合要素 として表示するために特性定義を修正する手順については、「9C.4.a.i 特性

定義の変更による2D複合要素の作成」を参照してください。 

2D設計モデル  3D設計モデル  

道路モデルマーカー 
「道路モデルハンドル」 

標準断面の点から作成 

2D 3D 

道路モデルマーカー 
「標準断面配置セクション」 

標準断面は路線に沿って各横断に 
適用または配置されます。 

複合要素  

標準断面の構成要素で作成 
（メッシュ） 

3D線要素  
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9C.2 2D設計モデルにおける2D要素と3D要素の重なり 

デフォルトの道路モデルを含むTRDファイルでは、3D設計モデル  が 2D設計モデル  に自動的に参照されます。そのため、3D

線要素や標準断面の構成要素などの3D要素が、この参照を通じて2D設計モデル  に表示される可能性があります。 

推奨:3D設計モデル  の参照をオフにするには、2D設計モデル  で参照  マネージャを開き表示をオフにします。2D設計

モデル  に表示された3D要素は視覚的な妨げとなり不要な情報になる場合があります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2D設計モデル  

2D設計モデル  

3D設計モデル の参照表示はオフ 

3D設計モデル  の参照表示はオン 

2D設計モデル 内の 

3D設計モデル 参照 

複合要素＝ 

2D設計モデル  で作成された 

標準断面の点 

 

3D線要素＝ 

3D設計モデル  で作成された標準断面の点。 

2D設計モデル  に参照として表示されます。 

 

標準断面の構成要素 
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9C.3 2D複合要素と3D線要素の比較 

道路モデルの「3D線要素 」は、「2D複合要素 」と比較すると、ほとんど機能がありません。2D複合要素 は、他のモデリングタスク

（交差点設計など）に直接使用でき、以下の平面および縦断TRDツールと互換性があります。 

• ［オフセットと拡幅］ 

• ［縦断を投影］ 

• ［縦断の交点を投影］ 

• ［要素間の擦り付け］ 

上記のツールは、2D複合要素を参照して補足的な形状や縦断を作成するために一般的に使用されます。例えば、［縦断の交点を

投影］を使用して、接続道路を、本線の道路端を表す道路モデル複合要素に対して垂直に合わせることができます。 

 

 
一方で、3D線要素は主に参照用であり、平面および縦断TRDツールとは互換性がありません。 

特定の標準断面の点を2D複合要素として作成するときは、標準断面の点に割り当てられている特性定義を適切に設定する必要が

あります。この設定手順は、「9C.4.a.i  特性定義の修正による2D複合要素」を参照してください。 

2D設計モデル  

3D設計モデル  

3D線要素  

同じ標準断面の点が以下のように作成: 
2D設計モデル  内の複合要素 
3D設計モデル  内の3D線要素 

複合要素  
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9C.3.a 路線の複合要素 vs 道路モデル複合要素 

道路モデル複合要素は、手動で作成された路線の複合要素（「第7章 路線」を参照）とは対照的に、静的な要素です。路線の

複合要素と道路モデル複合要素は、プロパティ   内で明確に区別されています。プロパティ  で、路線の複合要素には「 」

の シンボルが付きます。道路モデル複合要素には「  」シンボルが付きます。 

 のシンボルは、複合要素が土木ルールを含んでおらず、静的であることを示します。これらの複合要素は、グリップ編集やマニピュレ

ータで直接編集することはできません。編集するときは、道路モデルデータツールを使用します。 

道路モデルデータツールは、複合要素の経路を操作して、標準断面形状に対する小さな設計変更に対応するために使用します。例

えば、以下の図では、［ポイント制御］の道路モデルデータツールを使用して、道路に待避所を形成しています。道路モデルデータツー

ルについては、「9G 道路モデルデータ - 道路モデルの操作」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道路モデルマーカー 
（ポイント制御） 

道路モデル複合要素  

2D設計モデル  

3D設計モデル  

この例では、道路モデル複合要素の舗装幅を、道路モデルデータツールの
［ポイント制御］を使って操作します。 

路線の複合要素  
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9C.3.b 道路モデル複合要素のアクティブな縦断 

道路モデル複合要素には、対応する標準断面の点の縦断位置を表すアクティブな縦断が自動的に割り当てられます。この縦断は直

接編集できません。 

標準断面の点の縦断位置が、標準断面エディタのデフォルト位置からずれる必要がある場合、道路モデルデータツールを使用して道

路モデル複合要素の縦断を操作します。例えば、縦断に［ポイント制御］と［パラメトリック制御点］を使用して、側溝の道路モデル

複合要素に対する縦断を操作することができます。「9F 道路モデルデータ - 道路モデルの操作」を参照してください。 

 

 

ヒント:道路モデル複合要素はアクティブな縦断を含んでいるため、以下の縦断TRD要素ツールと一緒に使用できます。 

• 縦断を投影（要素全体）（「7F.4.c」 参照） 

• 縦断を投影（範囲指定）（「7F.4.d」 参照） 

• 縦断の交点を投影（「7F.4.f」 参照） 

• 要素間の擦り付け (「7F.5.a」参照) 

2D設計モデル内の道路端の
道路モデル複合要素 

道路端の道路モデル複合要素の 
アクティブな縦断 
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9C.3.c 直接操作のための道路モデル複合要素の複合連結への変換 

道路モデル複合要素は、道路モデルデータツールでのみ編集可能です。ただし、コピーツールを使用して、道路モデル複合要素から、

複合連結を作成することは可能です。コピーされた複合連結は、道路モデルや標準断面と関連しないため、直接編集、操作、除去

することができます。 

下図のように、数量を計算するため、小さい接続道路で切土と盛土を手動で調整するために使用できます。 

警告:造成または土工計算のために接続道路の3Dモデルを作成する必要がない場合にのみ使用してください。 

 

 

この操作を行った後、複合連結上で［図面タブ→操作グループ］または［図面タブ→修正グループ］のツールを使用することができ

ます。例えば、［部分削除］で、接続道路付近の盛土法面の境界線を分割できます。 

 

 

備考:複合要素をコピーした後、結果として生じる複合連結は、［図面タブ→グループ→要素を分解］  を使って配置すること

があります。切土と盛土の複合要素をコピーした場合、複合連結には隙間ができます。隙間があっても、［要素を分解］  

を使用するまでは、複合連結のすべてのセグメントは単一要素とみなされます。［要素を分解］  を使用した後は、個別

の線分として修正することができます。 

コピーしてできた 
複合連結 

オリジナルの 
道路モデル複合要素 

②オリジナルの道路モデル複合要素の上に 
コピーでできた複合連結を重ねて配置します。 

この要素は編集可能な複合結合です。 ①道路モデル複合要素の上で右クリック⾧押しし 
コピーツールを使用します。 
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9C.4 道路モデル複合要素の特性定義と表示様式 

道路モデル複合要素の表示様式は、プロパティ  に表示されます。表示様式とは、要素の特性定義、レイヤ、色、線幅、線種を指

します。表示様式のプロパティは、標準断面の点に設定した特性定義によって決まります。 
 

 要素タイプ:2D道路モデル要素による複合要素の場合は、"複合要素 "と表示されます。 

 
特性定義:特性定義は、複合要素が配置されるレイヤを決めます。 

 レイヤ:レイヤにより、複合要素の色、線種、線幅が変わります。 

 

 

 

警告:プロパティ  で複合要素のレイヤを手動で変更することは可能です。しかし、次に道路モデルを処理すると、レイヤは元に戻り

ます。 
 

要素タイプ 
表示様式（色、線種、線幅）は 

レイヤ参照で決まります。 

路線 

その他の道路モデル複合要素 

特性定義は、道路モデル複合要素の 
レイヤに自動的に設定されます 

道路モデル複合要素名 

道路モデル複合要素に該当する標準断面の点のプロパティ 

道路モデル複合要素に 
与えられる名前 

道路モデル複合要素に 
与えられる特性定義 



22 

9C.4.a 特性定義と特性名が複合要素に与える効果 

ここでは、標準断面の点に割り当てられた特性定義と特性名の機能的効果を表示します。 

 

9C.4.a.i 特性定義の修正による2D複合要素の作成 

ここでは、特性定義が設定されていない場合に、標準断面の点から2D複合要素を作成する方法を説明します。この例では、道路の

ヒンジ点の特性定義を変更し、2D設計モデル  の2D複合要素として反映されます。 

特性定義が変更されていない場合、ヒンジ点は3D設計モデル  の3D線要素のみ作成されます。 
 

 

［道路モデルタブ→作成グループ→標準断面を作成］から標準断面エディタを開き、点のプロパティから特性定義

を設定します。このとき、［Linear―03標準断面の点―02平面表現あり］から選択します。 

この例では、路肩端を選択し、2D設計モデル上に2D複合要素を作成します。 

  

 

路肩端の特性定義 

路肩端の点のプロパティ 
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キャビネットで特性定義を確認します。 

［キャビネット → TREND ROAD スタンダード→ 現在のDGN名→特性定義→線形→03 標準断面の点→02 

平面表現あり］ 

特性定義  を左クリックして、特性定義プロパティを表示します。 

プロパティで、「標準断面を作成」を確認すると、Trueになっています。［02 平面表現あり］フォルダにある特性

定義は、すべてTrueの設定になっていて、2D設計モデルの道路モデル複合要素として作成されます。 

 
2D設計モデル上で、道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューから［道路モデルを再作成］をクリ

ックします。点のプロパティで特性定義を設定した標準断面の点をもとに、2D複合要素が作成されます。 

 

3 

路肩端の標準断面の点によって作成
された2D複合要素が、 

2D設計モデルに現れます。 
 

2
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9C.4.a.ii 標準断面の「接続する点の名前」の影響 

標準断面の点のプロパティで「接続する点の名前」のチェックをオンにすると（「8C.2 点の特性定義と点のプロパティ」参照）、複数の

端部要素の点を1つの2D複合要素に結合できます。 

下図に示すように、盛土法面の端部要素の点は両方とも、「接続する点の名前」のチェックがオンになり、同じ特性名が割り当てられ

ます。 

 

 

もし、盛土法面の端部要素の点に、「接続する点の名前」で同じ特性名がない場合、盛土勾配が変化する地点で隙間が発生しま

す。下の例では、「接続する点の名前」ボックスはチェック無しで、無効になっているため、隙間が生じています。 

 

両方の盛土の端部要素の点は、 
同じ「接続する点の名前」が入力され 

チェックがオンになります。 

盛土法面1V:2H 
盛土法面1V:4H 

「接続する点の名前」のチェックがオフの 
ときは、勾配が変化するときに隙間が 

生じることがあります。 

盛土法面_1V:4H_右 盛土法面_1V:2H_右 

盛土法面_右 盛土法面_右 
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下の例では、「接続する点の名前」のチェックがオンになっています。 

盛土法面の線が勾配の隙間のある位置でも連続して作成されます。 

 

道路モデルの全⾧にわたって連続した切土要素と盛土要素を作成するときは、「接続する点の名前」の設定が必要です。設定されて

いない場合、道路モデルで使用される各盛土勾配は別々の要素として作成されます。 

備考:切土と盛土要素間の遷移線を自動作成する方法はありません。切土と盛土要素間の遷移線を図面に表示する必要がある

場合は、手動で作図する必要があります。 

 

複数の標準断面配置にわたって同じ標準断面の点の名前がある場合: 

道路モデルが、同じ名前の標準断面の点を含む複数の標準断面を使用している場合、標準断面が異なっていても、一つの複合要

素が作成されます。 

標準断面の点に同じ名前が付けられている場合、道路モデルは標準断面の点の特性定義が標準断面配置間で異なっていても、標

準断面の点を1つの連続した複合要素として処理します。 

ここでは、道路端に対応する標準断面の点の特性定義と名前を変更します。 

 

 下図の道路モデルには2つの標準断面配置がありますが、これらの標準断面配置は同じ標準断面を使用しています。 

道路端を表す標準断面の点は、標準断面配置の変更にもかかわらず、連続していることに注目してください。これは、この特定の標準

断面の点の名前が同じだからです。 

 

  

盛土法面1V:2H 
盛土法面1V:4H 

「接続する点の名前」のチェックボックス
をオンにすると、勾配が変化するときに

隙間ができません 

測点の方向 

同一の標準断面を使用
した標準断面配置 

標準断面の点は標準断面
配置をまたいで連続します 

標準断面の点名 
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次に、右側の標準断面配置（路線後方の測点）の標準断面を［標準断面配置を編集］で編集します。 

 

 

 標準断面の点の特性定義を変更しますが、点の名前は両方の標準断面配置で同じままです。 

 

点のプロパティ 

名前は変更しません。 

特性定義は 
03標準断面の点―02平面表現ありー舗装―路肩端から 

舗装端に変わります。 
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 特性定義の編集にもかかわらず、終点を編集しても、路線後方側の標準断面配置は変更されません。また、標準断面配置は

連続したままです。 

 

 

 再度、［標準断面配置を編集］で編集します。標準断面の点の名前を変更します。 

 
 

標準断面の点は、標準断面配置を
またいでまだ連続しています 

名前を「路肩端_左」から 
「舗装端_左」に変更 
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 名前を変更すると、標準断面の点は標準断面配置全体で分割されます。 

 

標準断面の点は異なる特性定義を 
持つため、 

標準断面の点は標準断面配置を 
またいで連続しません。 
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9D 道路モデルハンドルと道路モデルデータ管理メニュー 
 

道路モデルは、「道路モデルマーカー」と呼ばれる図形要素を使って、2D設計モデル  で操作します。道路モデルが最初に作成さ

れるとき、「道路モデルハンドル」と「標準断面配置セクション」が自動的に作成されます。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路モデルハンドル:道路モデルハンドルは、道路モデルを操作するための主要な道路モデルマーカーです。道路モデルハンドルは、道

路モデルを囲む黄色か赤色の目盛り（ハンドル）で表示されます。道路モデルハンドルから、道路モデルデータをすべて整理して格納す

る「道路モデルデータ管理メニュー」へアクセスします。更に、道路モデルデータ管理メニューを選択すると、プロパティ  から道路モデル

の特性定義にアクセスできます。道路モデルの特性定義は、道路モデルの標準断面間隔に乗数を適用するかどうかを決定します。詳細

は「9D.2 道路モデルの特性定 義 :設計と完成」を参照してください。 

 

標準断面配置セクション:標準断面配置セクションは、1つの標準断面が適用される測点範囲を表示します。標準断面配置セクショ

ンは道路モデルを囲む黄色の実線で表示されます。通常、道路モデルには複数の標準断面配置があり、それぞれのセクションは異な

る標準断面を表します。標準断面配置の詳細については、「9E 標準断面配置」を参照してください。 

ヒント:ポップアップアイコンメニューから、道路モデルハンドルと標準断面配置に関するツールにアクセスできます。「1A.2.c ポップアップア

イコンメニュー」を参照してください。道路モデルのツールにアクセスするときは、ポップアップアイコンメニューを使用することを推奨し

ます。 

 

  

道路モデルハンドル 
道路モデルハンドル 

ポップアップアイコンメニュー 

道路モデルの路線 

標準断面形状 
標準断面配置 

ポップアップアイコンメニュー 

標準断面配置セクション 

標準断面配置セクションの範囲 

道路モデルデータ管理 
のアイコン 
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9D.1 道路モデルデータ管理メニュー 

道路モデルデータ管理メニューでは、使用されているすべての標準断面や［ポイント制御］設定など、すべての道路モデルデータを整

理して一覧表示します。 

道路モデルデータ管理メニューは9つのサブメニューに分かれており、各サブメニューは異なるタイプの道路モデルデータに対応しています。

「9G 道路モデルデータ - 道路モデルの操作」を参照してください。道路モデルデータは、道路モデルデータ管理メニューから作成、編

集、削除できます。 

 

9D.1.a 道路モデルデータ管理メニューへのアクセス 

道路モデルデータ管理メニューにアクセスするには3つの方法があります。 

• リボンの［道路モデルデータ管理］からアクセスします。このツールはバケツアイコン  で表示されます。 

• 道路モデルハンドルのポップアップアイコンメニューの［道路モデル作成ツール］  の下にあります。 

• 道路モデルハンドルのプロパティ内からアクセルすることもできます。 

 

②道路モデル作成ツールドロップダウン
にある道路モデルデータ管理を選択 

①道路モデルハンドルを左クリックし、 
カーソルを置くとポップアップアイコンメニュー 

が表示されます。 

②道路モデルハンド
ルを左クリック 

① 道路モデルハンドルを左クリック
し、 

プロパティボックス内の道路モデルを
開きます。 

①リボンから道路モデルデータ管理を選択します。 

②プロパティ内の道路
モデルを右クリック 

③道路モデル作成ツールドロップダウンにある 
道路モデルデータを選択 
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9D.2 道路モデルの特性定義:設計と完成 

道路モデルには特性定義が含まれており、道路モデルハンドルが選択されると、特性定義がプロパティ  に表示されます。特性定義

は、道路モデルの処理設定を制御します。この特性定義の主な機能は、標準断面配置の間隔に適用される乗数を制御します。道

路モデルの特性定義は、設計または完成に分類されます。 

ヒント:間隔設定は、標準断面配置セクションが選択された場合に、プロパティ  に表示され、編集できます。道路モデルの特性定

義は、道路モデルハンドルからアクセスできます。 

 

特性定義「設計」:例えば、標準断面の配置間隔が10に設定されている場合、標準断面の最大間隔は20（10×2の倍数）となり

ます。この特性定義は、モデリングプロセスの初期段階で処理時間を短縮するために使用します。特性定義を設計に設定すると、道路

モデルハンドルは黄色で表示されます。 

 

特性定義「完成」:標準断面の最大間隔が、設定された間隔値で作成されます。そのため、この特性定義は、「設計」の特性定義よ

りも密度の高い道路モデルを作成します。特性定義を完成に設定すると、道路モデルハンドルは赤色で表示されます。 

 

 

 

 

 

  

プロパティ内の特性定義にアクセスするために
は道路モデルハンドルを選択します。 

配置間隔の値を見るには 
標準断面配置セクションを選択します。 

道路モデルハンドルの 
プロパティ 

標準断面配置セクションの 
プロパティ 

特性定義の乗数（設計または完成）は、
標準断面の配置間隔に影響します。 
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備考:どちらの特性定義でも、曲線周りの間隔は、曲線をより忠実にモデル化するために自動的に高密度化されます。直線（接

線）区間のみ、標準断面の配置間隔と特性定義の乗数設定によって決定されます。 

推奨:完成の特性定義は、標準断面配置間隔に乗数が適用されないため、作業が簡単です。ただし、道路モデルの密度が高くな

るため、処理時間が⾧くなる可能性があります。設計の特性定義に設定すると、道路モデルの密度が低くなり、処理が速くなり

ます。処理時間に問題がなければ、道路モデルの特性定義は完成でも問題ありません。 

複雑な道路モデルの場合、道路モデル、路線、縦断および道路モデルと相互作用するすべての要素に編集を行うときは、道

路モデルの特性定義を設計に設定することを推奨します。 

以下のタスクを実行する場合は、道路モデルの特性定義を完成に設定します。 

• 数量の算出:道路モデルの密度が高ければ、数量はより正確になります。 

• 道路モデルから計画地形モデルを作成:計画地形モデルから、より滑らかで、より正確な地形が作成されます。 

• 平面図と縦断図の印刷:道路モデルを完成に設定すると、標準断面配置が追加されるため、切土および盛土

のラインワークが若干変更されます。切土および盛土法面は、計画地形モデルおよび数量算出の結果と一致させ

ることを推奨します。 

上記のタスクを実行した後、道路モデルの特性定義を設計に変更します。 

特性定義「等高線付き完成」:この特性定義に切り替えると、道路モデルの周囲に高さコンターが表示されます。 

備考:等高線は3D設計モデル  に配置されます。等高線は、3D設計モデル  参照の表示がオンになっている場合にのみ、

2D設計モデル  で見ることができます。 

  

特性定義「設計」 
標準断面配置の間隔倍率＝2 

特性定義「完成」 
標準断面配置の間隔倍率＝1 

実際の間隔は5ｍで、 
より密に道路モデルが作成されます。 

実際の間隔は10ｍで、 
道路モデルの密度は低く作成されます。 

プロパティで標準断面配置の
間隔を選択すると、 

間隔は5ｍになっています。 
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9D.2.a 道路モデルの特性定義プロパティ 

道路モデルの特性定義は、道路モデルの処理設定を制御します。キャビネット  の以下の位置で編集できます。 

キャビネット→TREND ROAD スタンダード→現在のDGN名>→特性定義→道路モデル→道路モデルの特性定義 

 

4 

3 

1 

6 

8 

2 

5 

7 
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下表は、道路モデルの処理速度とモデル密度に影響する、道路モデルの特性定義プロパティの主な項目です。 

 

道路モデルの特性定義プロパティ 

プロパティ 説明 

 
標準断面配置の間隔の乗

算 

1以外の値を設定した場合、標準断面間隔は増加または減少します。 

 
平面/縦断路線の基点 

Trueに設定すると、標準断面は路線線形上のすべての平面と縦断の主要点に適

用されます。 

 
外部の制御点 

道路モデルと相互作用するポイント制御やその他の要素の主要点を指します。

Trueに設定すると、外部参照路線上のすべての平面路線の主要点に標準断面

が適用されます。 

 平面路線を圧縮 

Trueに設定すると、曲線の道路モデルの密度が高くなるように、平面および縦断曲

線付近の標準断面間隔を自動的に狭くします。この設定すると、道路モデルの処

理時間が増加します。 

Falseに設定すると、標準断面の点の線分は、曲線の周囲がギザギザになったり、

弦が切れたように見える可能性があります。 

 クリップを有効化 

Trueに設定すると、クリップ範囲が表示されます。Falseに設定すると、クリップ範囲

は道路モデルデータとして追加できますが、処理されず表示されません。Trueに設

定するまで、道路モデルはクリップされません。 

ヒント:設計の特性定義では、この設定はFalseにします。完成の特性定義では

Trueに設定します。 

 
上面/下面TINメッシュ表示 

Trueに設定すると、上面または下部TINメッシュが3D設計モデル  に表示され

ます。通常はFalseで非表示です。 

 ヌル点の線形を表示 

Trueに設定すると、ヌル点は 2D設計モデル  の複合要素として作成されます。

Falseに設定すると、ヌル点の2D複合要素は作成されません。ガードレールを表す

ヌル点を表示するには、Trueに設定する必要があります。 

ヌル点の詳細については「8C.1 標準断面の点タイプと識別」を参照してください。 

 主/計曲線線表示 True に設定すると、3D設計モデル  に等高線が作成されます。 
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9E 標準断面配置 

標準断面配置は、標準断面が適用される測点範囲を表します。標準断面配置は、2D設計モデル  のポップアップアイコンメニュー

とプロパティ  で操作できます。また、道路モデル内の標準断面配置に関するすべての情報は、道路モデルデータ管理メニューの「標

準断面配置」サブメニューで確認、操作できます。 

 

9E.1 標準断面配置サブメニューの概要 

道路モデルデータ管理メニューの「標準断面配置」サブメニューに表示されている標準断面名は、現在読み込まれている標準断面ライ

ブラリと同期しているかによって、黒色、赤色または青色の文字で表示されます。「9E.8.a 道路モデルデータ管理メニューの標準断

面の同期」を参照してください。 

 
 

 
標準断面配置セクション 1つの標準断面配置が適用される1つのセクションを表示します。 

 
擦付区間セクション 

2つの異なる標準断面配置セクション間の擦付区間を示します。 

備考:擦付区間セクションには名前は付けられません。擦付区間セクションは、標準

断面名の一覧の下に空白セルで表示されます。 

 

単一測点の標準断面の 

上書き編集 

［断面を編集］で作成します。例えば1つの測点の断面で、盛土勾配を変更し、タ

ーゲットとする盛土端をわずかにずらす場合等に使用します。このセクションは常に標

準断面配置リストの最後に表示されます。 

 標準断面切り替え  標準断面ライブラリにアクセスしセクションの標準断面を切り替えます。 

 間隔 
標準断面の配置間隔を設定します。配置間隔は、道路モデルの特性定義の影響も

受けます。「9D.2 道路モデルの特性定義:設計と完成」を参照してください。 

 
測点の範囲 標準断面配置セクションが適用される測点範囲を路線方向に沿って表示します。 

各列は標準断面配置セクション、 
擦付区間セクション、 

標準断面配置をコピーして表示しています。 

標準断面配置のサブメニュー 

4 

6 

5 
6 

5 
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9E.2 横断図作成のための標準断面配置間隔の調整 

標準断面配置は、横断図作成で表示される測点と一致していなければなりません。これは、標準断面の配置間隔の値を操作するこ

とで可能になります。 

例えば、20ｍごとに横断図を作成する場合、間隔を2で割り切れる数値に設定する必要があります。 

警告:道路モデルの特性定義は、標準断面配置の乗数設定にも関連します。詳細は「9D.2 道路モデルの特性定義:設計と完

成」を参照してください。 

時には、測点の開始位置がNo.9＋15のような値になることがあります。その場合、始点No.9+15で横断図を表示し、それ以降の横

断図はすべて測点値（No.10、11、12）で表示するのが一般的です。TRDは、開始測点に標準断面を配置し、その後の標準断

面配置を整数の測点に配置するように自動調整します。 

 
  

標準断面配置の間隔に一致していない横断を見る場合は、 
切土/盛土の端部要素は現況地盤の交差として表示されません。 

これらの位置は標準断面配置なしの横断面 

道路の特性定義「設計」では 
標準断面配置の倍率は2倍で、 

標準断面配置間の距離は10ｍになります。 

道路のモデルの特性定義を「完成」に変えると、 
標準断面配置の倍率は1に変更され、 

標準断面配置間の距離は5ｍになります。 

開始測点No.9＋15 

標準断面配置 

標準断面の配置間隔＝5ｍ 
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9E.3 標準断面配置セクションの測点範囲の調整 

標準断面配置セクションを編集して、測点範囲を視覚的に調整することができます。また、新しい測点位置は、標準断面配置サブメ

ニューで数値入力することもできます。 

   

 

方法１:グリップ編集を使用して標準断面配置セクションの始点または終了測点を視覚的に調整 

 
2D設計モデル  で、調整する標準断面配置セクションを選択します。 

 
測点範囲のグリップ編集ハンドルを左クリックします（上図のオレンジ色の矢印）。 

 
マウスカーソルを始点または終点の新しい位置に配置します。左クリックして新しい位置を承認します。 

 

方法２:道路モデルデータ管理メニューの標準断面配置サブメニューから調整 

 
道路モデルハンドルのポップアップアイコンメニューから、道路モデルデータ管理メニューにアクセスします。アクセス方法は

「9D.1.a 道路モデルデータ管理メニュー」を参照してください。 

 
標準断面配置サブメニューで、希望の標準断面配置を選択してハイライト表示し、新しい始点または終点をキー入

力します。Enterキーを押して承認します。 

 

方法３:マニピュレータから調整 

 
2D設計モデル  で、調整する標準断面配置セクションを選択します。 

 
標準断面配置セクションの始点または終点近くに表示されるオレンジ色の文字のマニピュレータを左クリックします。 

新しい始点または終点をキー入力します。Enterキーを押して承認します。 

標準断面配置セクションを選択すると表示される 
測点範囲のグリップ編集ハンドル 

警告:グリップ編集ハンドルを使用する際は、 
スナップ維持を有効にすると標準断面配置セクションに 

適用されます。「7B.2」を参照 

1 3 

2 

2 

2 

1 
1 
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9E.4 新しい標準断面配置セクションの作成 

新しい標準断面配置セクションは、2D設計モデルで［標準断面を配置］を使って作成できます。または、［道路モデルデータ管

理］を開き、「新規を追加」  を使って、「標準断面配置」サブメニューから標準断面配置セクションを作成することもできます。 

ただし、この操作を実行する前に、プロジェクトの標準断面ライブラリが標準断面エディタに読み込まれていることを確認してください。 

 

 

リボンの［標準断面を配置］を左クリックします。 

リボンの位置［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ →作成グループ］ 

 
プロンプト:道路モデルを指定 - 新しい標準断面配置セクションを適用する道路モデルを選択します。 

 

プロンプト:標準断面を選択 - <Alt＋下矢印>キーで標準断面を参照 

Altキーと下矢印キーを同時に押すと、標準断面ライブラリが表示されます。標準断面を選択し、OKを押します。 

ダイアログに希望の標準断面が表示されている場合は、ビューを左クリックして進みます。 

 

プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック – 新しい標準断面配置セクションの開始測点をキー入力し、

Enterキーを押してロックします。ビューで左クリックして承認します。 

または、測点を選択したい位置にマウスカーソルを置き、左クリックして承認します。その際、ダイアログの「始点にロッ

ク」のチェックがオフになっていることを確認してください。 

 

プロンプト:終了測点<Alt>キーで終点にロック- 新しい標準断面配置セクションの開始測点をキー入力し、Enter

キーを押してロックします。ビューで左クリックして承認します。 

または、測点を選択したい位置にマウスカーソルを置き、左クリックして承認します。その際、ダイアログの「終点にロッ

ク」のチェックがオフになっていることを確認してください。 

 
プロンプト:間隔 - セクションに必要な標準断面の配置間隔を入力し、ビューで左クリックします。 

2 

1 

4 

3 
6 

5 

新規の標準断面配置 
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9E.5 標準断面配置セクションをコピー 

新しい標準断面配置セクションを作成するのではなく、道路モデルにある［標準断面配置をコピー］を使用した方が便利な場合があ

ります。その結果、同じ標準断面設定を含む新しい標準断面配置セクションが作成されます。標準断面配置セクションの 標準断面を

編集する前に行うのが一般的です。詳細は「9E.6 標準断面配置を編集（上書き）する」を参照してください。 
 

 

 

 

推奨方法:コピーした標準断面配置セクションを左クリックし、ポップアップアイコンメニューを開きます。［標準断面配

置をコピー］ツールを左クリックします。 

または、リボンの［標準断面配置をコピー］ツールを左クリックします 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ →作成グループ］ 

 

プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック - 新しい標準断面セクションの開始測点を入力し、Enterキーを

押してロックします。ビューで左クリックして承認します。 

または、測点を選択したい位置にマウスカーソルを置き、左クリックして承認します。そのとき、ダイアログの「始点にロッ

ク」のチェックがオフになっていることを確認してください。 

 

プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで始点にロック - 新しい標準断面配置セクションの終了測点をキー入力し、

Enterキーを押してロックします。ビューで左クリックして承認します。 

ダイアログの「終点にロック」のチェックがオフになっていることを確認してください。 

  

新規の標準断面配置セクション（コピー） 元のの標準断面配置セクション 

1 

1 



40 

9E.6 標準断面配置を編集 

［標準断面配置を編集］は、標準断面配置セクションの標準断面の構成（点と構成要素）を直接編集するツールです。 

このツールを使用しても、標準断面ライブラリにある元の標準断面は影響を受けません。また、編集された標準断面が、自動的に標準

断面ライブラリに出力されることもありません。 

警告:［標準断面配置を編集］は、慎重に使用してください（「9E.6.a 標準断面位置の上書き 警告と推奨」を参照）。 

新しい標準断面設定のテストに最適ですが、テストが成功した場合はユーザー自身で上書き編集した標準断面を、標準断面

ライブラリに組み込む必要があります（「8B.5 プロジェクト標準断面ライブラリ間の標準断面転送」参照）。 

テストが失敗した場合、ユーザーはライブラリと再同期することで、元のの標準断面に戻すことができます（「9E.8 ライブラリツー

ルとの同期」参照）。 

推奨:基本的には、このツールを使った標準断面の編集より、標準断面ライブラリで標準断面を編集または調整してください。次に、

［標準断面ライブラリを再同期］を使って、ライブラリ内の標準断面を標準断面配置セクションと同期します。 

推奨:標準断面の編集や新しい標準断面作成の代わりに、［ポイント制御］、［パラメトリック制御点］、［端部要素の例外］を

使用して、標準断面では表現しきれない小さい設計変更に対処します。 

 

未編集の標準断面の名前は赤いボックス 
で表示されます。 

方法②:［標準断面配置を編集］を左クリックし、 
上書き編集する標準断面配置セクションを選択します。 

方法①:ポップアップアイコンメニューから 
［標準断面配置を編集］を選択します。 

標準断面を編集します。 
標準断面の点と構成要素の編集方法は、「8章」を参照。 

OKをクリックし編集を承認 
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9E.6.a 標準断面配置の編集における警告と推奨設定 

編集された標準断面配置セクションは、すぐに識別できないため、［標準断面配置を編集］の使用には注意が必要です。編集され

た標準断面は、標準断面ライブラリや道路モデルの他のセクションにある、オリジナルの変更されていないバージョンと全く同じ名前を保

持します。 

これは、ユーザーが標準断面配置を表示するときに、どの標準断面配置セクションが編集されたかを覚えておく必要があるため注意が

必要です。同様に、道路モデルで作業している別のユーザーは、標準断面エディタで点と構成要素を確認することによってのみ、編集さ

れた標準断面配置セクションを特定することができます。 

 

 

 

推奨:標準断面が編集された場合、［標準断面ライブラリの管理］で、その標準断面を標準断面ライブラリに転送してください。 

詳細は、「8B.5 プロジェクト標準断面ライブラリ間で標準断面を転送する」 を参照してください。編集された標準断面が標準

断面ライブラリに転送されたら、その標準断面の名前を適切に変更します。編集された標準断面配置セクションで、標準断面ラ

イブラリの編集された標準断面に変更します。 

未編集の標準断面配置セクション 編集した標準断面配置セクション 

警告:未編集または上書きした標準断面も 
同じ標準断面名です。 
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9E.7 標準断面配置セクションの標準断面の切り替え 

標準断面配置セクションの標準断面は、道路モデルデータ管理メニュー内の標準断面配置サブメニュー、または標準断面配置セクシ

ョンが選択されているときのプロパティで切り替えることができます。 

 

 

 

切り替えたい標準断面配置セクションを選択し 
プロパティを開きます。 

標準断面切り換えボタン 
を押します。 

道路モデルデータ管理メニュー
を開きます。 

標準断面切り換えボタン  
を押します 

切り替えたい 
標準断面を選択 OKを押します。 

2 

1 

4 

3 

2 

1 

2 

3 

4 
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9E.8 標準断面ライブラリを再同期 

標準断面が、標準断面ライブラリで編集された場合、道路モデルで使用されている該当の標準断面を更新するときは、［標準断面ラ

イブラリを再同期］を使用する必要があります。［標準断面ライブラリを再同期］は、道路モデルで使用されている標準断面を更新

し、標準断面ライブラリに表示されている標準断面構成に反映させます。 

ヒント:リボンからツールにアクセスすると、道路モデルで使用されている標準断面はすべて再同期されます。下の図のオレンジ色のステッ

プマーカー  を参照してください。 

ヒント:道路モデルデータ管理メニューでは、現在読み込まれている標準断面ライブラリと同期していない標準断面があるか判断するこ

とができます。次のページを参照してください。 

 

 
 

方法１:ポップアップアイコンメニューから［標準断面ライブラリを再同期］ツールにアクセス 

 
同期する標準断面配置セクションを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。 

 
［標準断面ライブラリを再同期］を選択します。 

 

方法２:ライブラリの標準断面をすべて同期: 

 

リボンから［標準断面ライブラリを再同期］ツールを選択します。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー→ 道路モデルタブ → その他グループ］ 

 
プロンプト:標準断面配置セクションまたは道路モデルを指定 - 標準断面配置セクションを左クリックして同期しま

す。 

 
または、道路モデルハンドルを左クリックすると、道路モデル内のすべての標準断面配置が同期されます。 

3 

2 

1 

1 
2 
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9E.8.a 道路モデルデータ管理メニューの標準断面の同期 

道路モデルデータ管理メニューでは、標準断面ライブラリ内の標準断面と一致する、または一致しない道路モデルの標準断面を識別

することができます。 

標準断面配置サブメニューに一覧表示される標準断面は色分けされており、どの標準断面が現在読み込まれている標準断面ライブ

ラリと同期しているかを表示します。 

備考:プロジェクト標準断面ライブラリを読み込んでから確認してください。「8A.1 標準断面エディタと標準断面ライブラリへのアクセ

ス」を参照してください。 

 

黒色の標準断面名:標準断面名が黒く表示されている場合、道路モデルの標準断面は現在読み込まれている標準断面ライブラリ

内の標準断面と完全に一致しています。 

赤色の標準断面名:標準断面名が赤で表示されている場合、道路モデルの標準断面は現在読み込まれている標準断面ライブラリ

のどの標準断面とも一致しません。標準断面が赤で表示される理由は3つあります。 

• 希望する標準断面ライブラリがロードされていない。 

• 標準断面ライブラリはロードされているが、標準断面ライブラリ内の標準断面に編集が加えられている。この場合、［標準

断面ライブラリを再同期］を使用し、道路モデルの標準断面を標準断面ライブラリの対応する標準断面と一致するように

更新する必要がある。 

• 道路モデルの標準断面が、［標準断面配置を編集］で編集されている。この場合、「8B.5 プロジェクト標準断面ライ

ブラリ間で標準断面を転送する」で説明している手順で、道路モデルの標準断面を、標準断面ライブラリに転送する必要

がある。 

青色の標準断面名:標準断面名が青色で表示されている場合、理由は2つ考えられます。 

• 現在読み込まれている標準断面ライブラリ内に道路モデルの標準断面が存在しない。または読み込まれた標準断

面ライブラリに、道路モデルの標準断面と同じ名前の標準断面がない。 

• 横断ビューで［断面を編集］を使用した場合（「9F.5」 参照）。［断面を編集］で編集した標準断面は常に

青色で表示されます。 

 

この標準断面は現在読み込まれている 
標準断面ライブラリと同期しています。 

これらの標準断面配置は同じ標準断面名を持っていますが、 
赤色の標準断面配置は現在読み込まれている 

標準断面ライブラリと同期していません。 
もしくは、［標準断面配置を編集］ツールで上書きされています。 

この標準断面配置は［断面を編集］を 
使用した標準断面を表示します 

この標準断面配置は、現在読み込まれている標準断面ライブラリと 
異なるライブラリから作成されています。 

オリジナルの標準断面ライブラリを読み込むと、 
文字が黒色に変わります。 擦付区間セクションには名前は付けられません。 

擦付区間セクションは、標準断面名の一覧の下に 
空白セルで表示されます。 
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9E.9 擦付区間の作成 

［擦付区間を作成］は、標準断面の点と構成要素の構成や名前が比較的似ている2つの標準断面配置の間で使用します。その

ため、例えば2つの標準断面配置の間でサーフェスの材質がアスファルトから砂利に変更された場合、［擦付区間を作成］を使用す

るのは不適切です。 

備考:標準断面配置セクションの間に擦付区間を設ける必要はありません。［ポイント制御］などの道路モデルデータを使用して、

隣接する2つの標準断面配置セクション間の擦付区間を容易に作成することができます。 

 

擦付区間は次のような場面で効果を発揮します。 

• 標準断面間の道路幅の変更。 

• 路肩の構成が異なる標準断面の遷移。 

• 標準横断から、掘削の構成要素を持つ標準断面への遷移。 

ここでは、「通常の標準断面」と「掘削の標準断面」の間に擦付区間を作成します。掘削の標準断面には、狭い道路幅と追加の掘

削の構成要素が含まれています。擦付区間は道路幅を狭くし、掘削の構成要素を深さ0から最終的な掘削深さまで遷移させます。 

 

通常の標準断面 掘削の標準断面 

サブ掘削の構成要素 

2 
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2つの標準断面が希望通りに設定されていることを確認します。また、標準断面配置セクションの位置が希望通りに

設定されていることを確認します。 

 

リボンから［擦付区間を作成］を選択します。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ →作成グループ］ 

 

プロンプト:最初の標準断面配置セクションを指定 -路線後方側の標準断面配置セクションを選択します。 

プロンプト:2つ目の標準断面配置セクションを指定- 路線前方側の標準断面配置セクションを選択します。 

 
ステップ3の後、擦付区間セクションが作成されます。ただし、擦付する点を選択するための追加設定が必要です。

［擦付区間を編集］を使って、標準断面の点が擦り付くときの動作を定義します。 

 

リボンから［擦付区間を編集］を選択し、擦付区間セクションを左クリックします。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ → 作成グループ］ 

［擦付区間を編集］で擦付区間の編集画面が表示されます。 

擦付区間 

備考:道路幅が急激に変化します。 
これは［擦付区間を編集］ツールで調整す

る必要があります。 
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9E.9.a 擦付区間を編集 

 

 

 

擦付区間の編集画面で、掘削の構成要素の下部にある各標準断面の点に対して、擦付線を編集します。 

擦付線は、下部の掘削の点（掘削の標準断面）から、集約する点の底部（標準横断）へ接続する必要があ

ります。合計6本の擦付線を作成します。 

 
すべての擦付線が順番に表示されたら、OKを選択します。 

擦付線は、2つの標準断面間で対応する
すべての標準断面の点から指定される 

必要があります。 

擦付線は、標準断面の点名が両方の 
標準断面で同じ場合、 
自動的に作成されます。 

右クリックで擦付線を 
削除します。 

通常の 
プロジェクト標準断面 

サブ掘削標準断面 

細い十字  は標準断面の点が擦付
線に設定されたことを表示しています。 
太い十字  は、標準断面の点に 
擦付線が設定されていないことを 

表示しています。 

備考:サブ掘削構成要素の底部の標準断面の点は、
擦付線に含まれません。 

これは、通常のプロジェクト標準断面に 
対応する点がないためです。 

深さ0からフルまでのサブ掘削構成要素の擦付を表現
するためには、底部のサブ掘削点から底部の砕石の点

（通所のプロジェクト標準断面）まで擦付線が 
描画される必要があります。 

擦付線を作成するためには、擦付区間のサイドを 
左クリックします。 

次に反対側の希望する対応する点を左クリックします。 
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9E.9.b 擦付区間の中点の編集 

 
 

 

 

［擦付区間の中点の編集］画面で、表示されている標準断面の点から、「両拘束を削除」します。 

重要:擦付または移動する標準断面の点は、拘束を削除し、拘束なし  にする必要があります。  

この場合、下部の掘削の点と舗装端の点が遷移します。 

 
すべての拘束が順番に表示されたら、OKを選択します。 

 

   

標準断面の原点は拘束なしに 
します。 

擦付ける点を右クリックし、
［両拘束を削除］を 

選択します。 

舗装端の点 

サブ掘削の点 

ヒント:擦付スライダーを使用
して擦付区間を 
プレビューします。 

擦付区間の編集結果 
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9F 横断ビュー 
 

横断ビューは、道路モデルの横断を表示するために使用します。 

 

9F.1 横断ビューを開く 

道路モデルの横断ビューは2つの方法で表示します。 

 

 
 

 

 

方法１:ポップアップアイコンメニューから開く 

 

道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを表示します。［道路モデルビュー］  をクリックし、

［横断ビューを開く］  を選択します。 

 
追加の表示ウィンドウを開きます。このビューに道路モデルの横断が表示されます。 

 
新しく開いた表示ウィンドウを左クリックします。 

 

方法２:リボンから開く 

 

リボンで［横断ビューを開く］ツールを左クリックします。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ → 見直しグループ］ 

 
プロンプト:道路モデルまたは路線線形を指定 - 希望する道路モデルに属する道路モデルハンドルを左クリックしま

す。 

 
追加の表示ウィンドウを開きます。このビューに道路モデルの横断が表示されます。 

 
新しく開いた表示ウィンドウを左クリックします。 

横断ビュー表示のためにビューを追加します 2 

4 

1 
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9F.2 横断ビューウィンドウの基本配置 

横断ビューで道路モデルの横断を表示するときは、2D設計モデル  を表示するビューも開いておきます。 

2つのビューツールは、ビュータブにある［分割］を使用して画面内に整列することができます。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → ビュータブ → ウィンドウグループ］ 
 

 

2D設計モデル  

各標準断面配置が 
横断ビューに表示されます 

前の横断 次の横断 

現在の横断ビューの位置は 
水色の線で表示されます 

前の横断に移動 次の横断に移動 

横断ビュー 

現在の横断の測点 

分割ツールを使って 
自動的に二つのビューを 

整列させます。 

表示される横断の測点は、標準断面配置の間隔と 
特性定義に基づいて表示されます。 

 
道路モデルの特性定義の設定は横断の以下に影響します。 

-標準断面配置の間隔の倍率 
-平面/縦断の点 
-平面倍率 
-縦断倍率 
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9F.3 横断ビューの概要 

 
 

 
最初/最後の測点へ

移動 

 ボタンを押すと、道路モデル内の最初または最後の測点の横断へ移動しま

す。 

 前/次の測点へ移動  ボタンを押すと前または次の測点の横断に移動します。 

 横断ビュープロパティ  ボタンを押して、横断ビュープロパティを表示します。 

 ズームインオプション 

断面を拡大表示:道路モデルの横断がビューに最大化するようにズームインが自動調

整されます。 

線形中心:背景画面の幅に応じてズームインが自動調整されます。 

現在の線形位置を固定:現在の線形位置を固定し、表示測点を変更してもズーム

は自動調整されません。 

 背景画面の幅 
線形中心ズームインと共に機能します。背景は道路モデルの横断の幅を参照します。

例えば、値が0.8の場合、ビュー幅の80％が道路モデルの横断で占められます。 

 縦倍率 
希望の縦倍率を入力することで変更できます。また、Ctrlキーを押しながらマウスホイー

ルでスクロールすることで倍率を変更することもできます。 

 ヌル点の表示 チェックオンの場合、ヌル点は赤い十字  で表示されます。 

表示されている横断ビューの測点 

水色のひし形が道路モデルの 
路線を表します。 

下面メッシュは青い線で 
表示されます。 

切土面積（緑） 盛土面積（赤） 

切土と盛土の表示をオン 

緑四角は点に［パラメトリック制御点］が 
適用されていることを示します。 

切土と盛土の値表示をオン 

下面メッシュと現況地盤間での 
切土/盛土面積と土工量が計算されます。 

測点距離を入力（No.10に移動なら200を入力） 
希望の横断位置に移動します。 

2 

7 

1 3 2 1 

ピンク四角は［ポイント制御］が 
適用された点を示します。 
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9F.4 横断ビュー（測点指定）ツールによる横断ビューの測点移動 

［横断ビュー（測点指定）］は、道路モデルの路線から2D設計モデル  または縦断モデル  をクリックして、横断ビューの測点

をモデル上で選択して移動します。使用する前に、横断ビューと、2D設計モデル  または縦断モデル  のビューを開いてください。 

 

 

 

横断ビューの任意の場所を右クリックし、［横断ビュー（測点指定）］を選択します。 

または、リボンから選択:［道路設計モデリング作業フロー→道路モデルタブ→見直しグループ］ 

 
プロンプト:平面または縦断ビューを選択 - 道路モデルの路線の2D設計モデル  または縦断モデル  を左

クリックします。この例では、2D設計モデル  内の道路モデルを使用します。 

 

測点を平面から選択 - 2D設計モデル  ビューの任意の点を左クリックすると、その点の横断が表示されます。 

または、測点をキー入力して選択 - 必要な横断測点をキー入力し、Enterキーを押します。2D設計モデル  

ビューの任意の場所を左クリックし、コマンドを完了します。 

   

希望の横断位置で左クリック 
または希望の測点を入力します。 

警告:選択した測点位置が標準断面配置と一致しない場合、 
横断は隣接する2つの標準断面配置間を補間して作成されます。 
このとき、端部要素の点は現況地盤と交差して表示されません。 

横断ビュー上で右クリックし、 
［横断ビュー（測点指定）］を選択します。 
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9F.5 編集ツールを使用した単一測点の標準断面に断面を上書き編集 

［断面を編集］は、単一測点の標準断面を手動で上書き編集するために使用します。例えば、1つの測点において、道路盛土を越

えてはみだした盛土を手動で修正することができます。 

警告:［断面を編集］を使用すると、横断は静的状態になります。路線線形、縦断図、標準断面を変更しても、横断は上書きさ

れた位置のままです。このツールは、路線線形、縦断、標準断面を変更しないことが確定した設計の後半段階でのみ使用

してください。 

推奨:可能であれば、［パラメトリック制御点］または［端部要素の例外ツール］を使用して、個々の横断または範囲を上書き編

集してください。これらの道路モデルデータツールでも、路線線形、縦断、または標準断面への変更に対応することができます。 

ヒント:［断面を編集］で上書き編集された横断は、2D設計モデル  に白線で表示されます。同様に、上書き編集された横断は

標準断面配置サブメニューで確認できます。「9E.1 標準断面配置サブメニューの概要」を参照してください。 

 

 

 

②［断面を編集］を選択 

切土法面を下側の地盤位置に 
手動で変更します。 

①横断ビュー上で右クリック 
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測点を編集メニュー 

③盛土法面の点を左クリックし、 
点を移動を選択 

④盛土法面の点を現況地盤に沿った希望の位置
に配置し、左クリックで位置を確定します。 

⑦OKを選択し 
横断を再処理します。 

警告:断面を編集メニューでは、端部要素の点は拘束なしまたは 
編集後に現況地盤を干渉しないようにします。 

端部要素の点は、手動で現況地盤をに沿った希望の位置に 
動かす必要があり、その後で拘束を設定します。 

［断面を編集］使用前 ［断面を編集］使用後 

⑤新しい位置での盛土法面の点を右クリックし、 
完全拘束を追加します。 



55 

9F.6 一時水平寸法線および一時鉛直寸法線 

横断ビューでは、一時寸法線を配置することができます。一時寸法線は横断ビューでのみ表示され、印刷する横断図シートには表示

されません。横断図シートは横断モデル注釈を使ってラベル付けします。 

平面路線の距離と縦断路線の距離に対して、横断面内の2つの標準断面の点の間の距離および勾配を表示します。一時寸法線

は測点を変更すると、その測点での値に更新されます。 

一時水平寸法線:選択されている2つの標準断面の点の間の水平距離と勾配を表示します。水平距離は、横断ビューのグリッドの 

X軸方向に沿って測定されます。 

一時鉛直寸法線:選択されている2つの標準断面の点の間の鉛直距離のみが表示されます。 

備考:一時寸法線は、現在アクティブなTRDファイルに表示されている道路モデルにのみ配置できます。参照ファイルから参照さ

れている道路モデルには寸法線を設定できません。 

一時寸法線は、横断を移動するときに変更される標準断面の点の値を確認する場合に便利です。標準断面の点の値には、横断片

勾配による舗装の勾配、曲線拡幅による舗装幅、切土盛土の高さと幅などがあります。 

 

一時水平寸法線と一時鉛直寸法線の配置方法: 

 

 

横断ビュー上で右クリックし、 
［一時水平寸法線を配置］または 
［一時垂直寸法線を配置］を選択 

1 

1 
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プロンプト:始点 -寸法を定義する最初の標準断面の点を左クリックします。 

警告:目的の標準断面の点が選択されていることを確認してください。意図した点の真下にある標準断面の点を

選択する間違いがよくあります。 

 
プロンプト:終点 –寸法を定義する2つ目の標準断面の点を左クリックします。 

 
プロンプト:寸法の高さ – 希望する寸法文字の配置位置で左クリックします。 

 

  

水平方向 

垂直高さ 

水平の寸法 

垂
直

の
寸

法
 

4 

寸法線を削除するときは 
「すべての一時寸法線を削除」を選択します。 

備考:横断ビューの測点を移動すると、 
寸法値は前の標準断面から変化します。 

区間の勾配 
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9G 道路モデルデータ - 道路モデルの操作 
 

道路モデルデータは、標準断面で設定された形状と異なる形状が求められる場合に、道路モデルを調整するために使用します。 

道路モデルデータには9つのタイプがあり、道路モデルデータ管理メニューの9つのサブメニューに対応しています。道路モデルデータを作成

すると、道路モデルデータ管理メニュー内の対応するサブメニューに一覧表示されます。道路モデルデータは、道路モデルデータ管理メニ

ューから作成、編集、削除できます。 

道路モデルデータが作成されると、対応する道路モデルマーカーも2D設計モデル  に作成されます。道路モデルマーカーは、道路モ

デルデータを指定する測点範囲と位置を表示します。道路モデルマーカーは、グリップ編集やプロパティの編集によって選択や操作する

ことができます。 

例外として、［パラメトリック制御点］［外部参照］［クリップ範囲］は、道路モデルマーカーを生成しませんが、道路モデルデータ管

理メニューから編集できます。 

 

  

道路モデルデータの種類および道路モデルマーカー 

標準断面配置 
単一測点の断面編集 

標準断面配置 
擦付区間 

標準断面配置セクション 外部参照 

クリップ範囲 

ポイント制御 

曲線拡幅 

第二線形 

端部要素の例外 

パラメトリック制御点 
（図形表示なし） 

道路モデルデータの作成と操作ツール 

道路モデルのリスト 

道路モデルデータの種類ごとに 
分けられたサブメニュー 

道路モデルデータ管理メニュー 

道路モデルのプロパティ 

キー測点 
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9G.1 警告 - 循環参照の作成 

［ポイント制御］や［道路モデルの参照要素を追加］などの道路モデルデータツールは、道路モデルと相互作用するTRD要素を手

動で作成する必要があります。道路モデル複合要素を参照にしたTRD要素の作成は行わないでください。同様に、後で［ポイント制

御］を通して道路モデルと相互作用する複合要素に、TRD要素を維持スナップしないでください。 

例えば、待避所のTRD要素を作成するとき、道路モデル複合要素の計画端線と一緒に［オフセットと拡幅］を使いたくなるかもしれ

ません。このような構成は循環参照とみなされるため、結果として得られるTRD要素を、道路モデルの［ポイント制御］や［道路モデ

ルの参照要素を追加］で使用しないでください。 

 

 

 

 

道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現を参照し 
［オフセットと拡幅（範囲指定）］で作成されたTRD要素。 

このTRD要素は道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現に 
依存しています。 

そのため、TRD要素は［ポイント制御］や［道路モデルの参照要素］が 
使用できません。 

道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現 

［スナップとルールを維持］が有効な状態で［スナップ点付近］を使用し、 
道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現に描画されるTRD要素。 

このような構成では循環参照を引き起こすため、 
このTRD要素は、［ポイント制御］や［道路モデルの参照要素を追加］が 

使用できません。 

道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現 

［スナップとルールを維持］が有効 
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9G.1.a 循環参照のヒントと回避策 

ヒント1:［ポイント制御］または［道路モデルの参照要素を追加］で使用するTRD要素を作成するときは、スナップ維持を無効にし

ます。「7B.3 特性定義ツールバー」を参照してください。 

ヒント2:道路モデルの相互作用のためにTRD要素を作成するときは、道路モデルの路線を［オフセットと拡幅］と組み合わせて使用

してください。道路モデルの路線に依存するTRD要素は、道路モデルによる循環参照とはみなされません。 

 

 

 

ヒント3:TRD要素を作成するときに、最初に道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現に依存させる必要がある場合がありま

す。例えば、道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現と［要素間の曲線-単曲線］を使用して円形フィレットを作成す

る場合です。この場合は［ポイント制御］または［道路モデルの参照要素を追加］で使用する前に、［ルールを削除］を使

ってTRD要素の依存要素を取り除きます。 

「7C.2.c.i 土木ルールを削除（TRD要素から汎用要素への変換）」を参照してください。 
 

 

円のフィレット要素は 
最初に道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現に 

依存しています。 
［ルールを削除］を使用し依存関係を削除します。 

標準断面の点をつないだ平面表現 

［ルールを削除］ 

道路モデルの路線を参照し［オフセットと拡幅（範囲指定）］で 
作成されたTRD要素。 

この設定では［ポイント制御］や［道路モデルの参照要素を追加］は 
使用可能です。 

道路モデルの路線 
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9G.2 第二線形 

デフォルトでは、標準断面配置は路線線形に対して垂直に処理されます。第二線形は、標準断面配置を処理方向に傾けるために

使用します。第二線形が使用されている場合、標準断面配置の処理は第二線形に対して垂直に行われます。 

例えば、道路端が擦り付いており、主路線と平行でない場合、擦り付いた道路端要素を第二線形として使用すると、路線に対して垂

直ではなく、道路端要素に対して垂直な法面勾配を作成することができます。 

 
 

 
 

 
 

［ポイント制御］には、第二線形が組み込まれています。第二線形は、線形に相対的に標準断面の点をつないだ平面表現を傾ける

機能を持つその他ツール（［特性定義による平面的な拘束］［パラメトリック制御点］［擦付区間の作成］等）と一緒に使用しま

す。 

 

第二線形使用後 

第二線形使用前 

盛土法面の方向は、 
路線に対して垂直 

盛土法面の方向は 
道路の舗装端の拡幅に対して垂直 

第二線形＝道路の舗装端 

2D設計モデル  3D設計モデル  

2D設計モデル  3D設計モデル  

90度 

＜90度 
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9G.2.a 第二線形 - 作業手順 

この例では、［ポイント制御］を使って作成した高速道路の流出ランプの道路モデルに対して第二線形を使用します。 

［ポイント制御］で、流出ランプの中心線を、高速道路本線の道路中心線から、流出ランプの路線に移動しました。そのため、流出

ランプは高速道路の道路中心線に対して垂直に処理されています。流出ランプの路線方向に合わせて、標準断面配置の放射状に

勾配させて処理するために、流出ランプの内側の舗装端を第二線形として道路モデルに追加します。 

 

 

 
 

 

道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  をクリック

し、［第二線形を作成］  を選択します。 

 
プロンプト:第二線形を指定 - 第二線形として使用するTRD要素を左クリックします。ここでは、流出ランプ線形を

選択します。 

 
プロンプト:開始測点<Alt>キーで始点にロック - 第二線形の開始測点をキー入力し、Enterキーを押してロック

します。ビューで左クリックして次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:終了測点<Alt>キーで始点にロック - 第二線形の終了測点をキー入力し、Enterキーを押してロック

します。ビューで左クリックして次のプロンプトに進みます。 

この場合、Altキーを押して終点にロックします。 

処理の方向は標準断面配置で
表示されます。 

内側の舗装端 
勾配の方向 

本線の道路中心線 

流出ランプの路線 

2D設計モデル  3D設計モデル  
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プロンプト:始点のオフセット = 0.0000. 

始点オフセットと終点オフセットは、第二線形の処理方向の始点と終点を水平方向にオフセットするために使用しま

す。この場合、流出ランプの路線で正確に処理方向を変更することを意図しているため、始点オフセットと終了オフ

セットの両方に0.0000という値が使用されます。 

 
プロンプト:終了オフセット = 0.0000.  

 

 

 

結果 

備考:第二線形は道路モデルマーカーを描画しません。 
第二線形は道路モデルデータ管理メニュー内の 

［第二線形］サブメニューから編集/削除します。 

第二線形（内側の舗装端）を基点として、 
標準断面配置の勾配が処理されます。 
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9G.3 キー測点 

「キー測点」とは、道路モデルが標準断面配置を処理するために、ユーザーが指定する位置を指します。［キー測点］により、ユーザー

は道路モデルを特定の領域で定義し、高密度化することができます。標準断面の配置間隔が大きい場合に便利です。 

道路モデルは設定された標準断面の配置間隔に沿わない重要な領域をスキップする可能性があります。これは、カルバートや河川の

横断付近でよく起こります。キー測点を追加することで、この領域に密度の高いモデルを作成します。下図ではキー測点を追加す

ることで、盛土法面をより正確に描写することができます。 

 

 

この区画の盛土法面の描画を 
より正確に処理します。 

キー測点を追加した結果、 
盛土法面はより正確にモデル化されます。 

キー測点の道路モデルマーカー 
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9G.3.a キー測点 - 作業手順 

ここでは、キー測点を配置する方法を説明します。 

 

 
 

 

道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  をクリック

し、［キー測点］  を選択します。 

または、［道路モデルタブ→編集グループ→編集ドロップダウン］から［キー測点］を選択します。 

 

プロンプト:キー測点 - キー測点をキー入力し、Enterキーを押してロックします。ビューで左クリックしてキー測点を配

置します。 

または、測点がアンロックされていることを確認し、ビュー上でキー測点の位置を左クリックします。 
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9G.4 パラメトリック制御点 

［パラメトリック制御点］は、標準断面の点に属するデフォルトの拘束値を上書きするために使用します。拘束タイプと拘束値は、標

準断面の点プロパティにあり、標準断面の点をつないだ平面表現の位置を決定します。「8C.6.a 拘束タイプ」を参照してください。 

［パラメトリック制御点］は、拘束ラベルを参照して動作します。拘束タイプと拘束値にはラベルを割り当てることができます。ユーザー

は、新しいラベルの作成や、あらかじめ作成されたラベルを編集することもできます。「8C.6.a.xiii ラベルの拘束ラベルの作成と操作」を

参照してください。 

下の図では、左側の舗装幅がNo.3＋09からNo.5＋01まで3ｍから6ｍに上書きされています。 

 

 
ただし、この例では、舗装幅が急激に変更されているため、後方拡幅と前方拡幅をモデル化するために、2つの［パラメトリック制御

点］を追加作成することが望ましいです。拡幅は、パラメトリック制御点の開始値と停止値を入れ変えて作成します。 

標準断面の点のプロパティでは 
舗装幅3ｍをデフォルトの値 

として設定 
パラメトリック制御の上書き値として 

舗装幅6ｍを設定 

開始値＝-6 終了値＝-6 

重要:［パラメトリック制御点］使用前に、 
標準断面の点のプロパティでラベルを作成/割り当ててください。 

その後、標準断面の点のプロパティと［パラメトリック制御］間で、 
ラベルを関連付けることができます。 

標準断面の点＝舗装幅_左 

幅3ｍをデフォルトの
値として設定 

ラベル 
「8C.6.a.xii」参照 
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9G.4.a パラメトリック制御点 - 作業手順 

ここでは、右側の切土法面にできた尖った部分を、短い測点範囲間でわずかに勾配させることで、尖った切土部分を除去します。 

［パラメトリック制御点］をNo.20からNo.21までの切土法面の端部の点に適用し、勾配の拘束値をこの範囲で100%から110%

に変更します。 

 

 

この尖った切土法面を
除去します。 

100%から110%勾配に変更 

横断ビュー 
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標準断面エディタで拘束ラベルを作成: 

［パラメトリック制御点］使用前に、あらかじめ標準断面の点に拘束ラベルを設定しておきます。拘束ラベルの詳細については、

「8C.6.a.xiii ラベル」を参照してください。 

 

［標準断面エディタ］で現在の標準断面を開きます。 

閉じるを押して保存、すべての編集を適用 

［パラメトリック制御］で勾配の拘束値を 
上書きするためにラベルを設定します。 

このラベルを［パラメトリック制御］で選択し、 
拘束タイプと値を上書きします。 

ラベルは、ラベルボックスを左クリックし、 
ラベル名を入力することで簡単に作成できます。 

 
この例では、勾配の拘束に対応するラベルは 

「23_切土勾配_右」です。 

4 

3 

1 

右の切土法面の 
点のプロパティを表示します。 
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［パラメトリック制御点］ツールを使用し拘束値を上書き: 

 

 
 

 

道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  を選択

し、［パラメトリック制御点を作成］  を左クリックします。 

または、リボン［道路モデルタブ→編集グループ→編集ドロップダウン］から選択します。 

 

プロンプト:開始測点 = 20 

プロンプト:終了測点＝21 

必要な開始測点と終了測点を入力して（Enterキーを押してロック）、パラメトリック制御点の上書き編集範囲を

設定します。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:拘束ラベル 

ダイアログで、拘束ラベルのドロップダウンを展開し、適切なラベルを選択します。適切なラベルを表示したら、ビューで

左クリックして次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:開始値 = 110%. 

開始値は、パラメトリック制御点の開始測点での拘束値です。希望の値を入力し、Enterキーを押してロックします。

この場合、デフォルト値の100%を上書きするために110%を使用します。 

 

プロンプト:終了値 = 110%. 

終了値は、パラメトリック制御点の終了測点での拘束値です。この場合、デフォルト値の100%を上書きするために

110%を使用します。 

 

5 

7 

6 6 

7 
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結果 備考:［パラメトリック制御］は 
2Ｄ設計モデル内で道路モデルマーカーを描画しません。 

パラメトリック制御の範囲で 
尖った切土法面が除去されます。 

パラメトリック制御は道路モデルデータ管理メニューにリスト表示されます。 
サブメニュー上で削除/編集を行います。 
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9G.5 ポイント制御 

［ポイント制御］は、ユーザーが作成した平面TRD要素や縦断TRD要素の位置に合わせて、標準断面の点をつないだ平面表現の

平面位置や縦断位置を操作するために使用します。［ポイント制御］に使用するユーザー作成のTRD要素を、ポイント制御図形と呼

びます。 

下の図は、平面路線の［ポイント制御］の簡単な適用例（舗装幅の変更）を表しています。 
 

 
 

備考:［ポイント制御］は、特性定義と特性名を含むTRD要素とのみ互換性があります。汎用要素（スマートラインなど）には特性

定義と特性名が含まれていないため、［ポイント制御］はデフォルトでは使用できません。ただし、ユーザーは汎用要素でポイン

ト制御図形を作成し、［要素による複合］または［特性定義を要素に付与］を 使用して、汎用要素に特性定義と特性名

を割り当てることができます。 

警告:［ポイント制御］を使用する場合、循環参照になるTRD要素を作成しないでください。「9G.1 警告 - 循環参照の作成」を

参照してください。 

ポイント制御前 

ポイント制御後 

ポイント制御図形 
（平面のポイント制御として使用する 

ユーザー作成のTRD要素） 

道路モデルの標準断面の点（舗装端）は、 
ポイント制御図形の平面位置にマッチするように移動します。 

道路モデルマーカー 
（平面のポイント制御の範囲を示す） 

動かしたい道路モデルの標準断面の点（舗装端） 
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9G.5.a ポイント制御 - モード 

道路モデルで使用できる［ポイント制御］には、平面、縦断、両方の3つのモードがあります。この3つのモードはすべて、ユーザーが平

面TRD要素を作成する必要があります。縦断および両方モードでは、縦断要素にアクティブな縦断が含まれている必要があります。 

平面モード:標準断面の点は、ポイント制御図形の平面位置に合わせて、広がったり、狭くなったり、擦り付いたりします。標準断面

の点は、デフォルト位置から広がったり狭くなったりしても、その勾配を維持します。［ポイント制御］の道路モデルマーカーは、2D設計

モデル上に垂直の目盛りマークで表示されます。 

縦断モード:標準断面の点は、ポイント制御図形の縦断位置に合わせて上下します。標準断面の点は、デフォルト位置から上下する

とき、その勾配を維持します。［ポイント制御］の道路モデルマーカーは、2D設計モデル上に斜めの目盛りマークで表示されます。 

両方モード:標準断面の点は、ポイント制御図形の平面と縦断の両方の位置に合わせて移動します。標準断面の点は必要な方向

に移動し、点の勾配には従いません。［ポイント制御］の道路モデルマーカーは、2D設計モデル上に蝶ネクタイのようなマークで表示さ

れます。 

 

 

 

使用例として、側溝の流れのラインを調整することが挙げられます。ポイント制御図形を使用して、側溝の下端を調整します。下図は、

異なるモードによって、側溝の下端の位置にどのような影響を与えるかを示しています。 

 

 

平面モードの道路モデルマーカー 縦断モードの道路モデルマーカー

両方モードの道路モデルマーカー 

仮の 
ポイント制御図形の位置 

デフォルトの側溝の下端 

縦断モードの側溝の下端の 
位置 

（勾配の方向が適用） 

両方モードの側溝の下端の位置 
（勾配の方向が適用されない） 

平面モードの側溝の下端の 
位置 

（勾配の方向が適用） 
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9G.5.b ポイント制御 - 制御のタイプ 

制御のタイプは、ポイント制御図形を選択する方法を決めます。制御のタイプによって異なるダイアログが表示されます。 

重要:制御のタイプが「特性定義」と「道路モデル特性」の場合、すべてのポイント制御図形は、［道路モデルの参照要素を追加］を

使用して、参照として道路モデルに追加する必要があります。「9G.9 道路モデルの参照要素を追加/削除」を参照してくださ

い。 

 

線形形状:ユーザーは手動でポイント制御図形を作成する必要があります。ポイント制御図形は、［ポイント制御］を使用するときに

ユーザーが手動で選択します。このタイプで使用できるダイアログについては、「9G.5.c」と「9G.5.d」で説明します。 

 

特性定義:この制御のタイプは、共通の特性定義上に配置された複数のポイント制御図形を自動的に選択するために使用します。

例えば、ユーザーは、道路モデル沿いの異なる位置の道路拡幅を表現するために、複数のポイント制御図形を作成します。［ポイント

制御］の1回の使用で、複数の拡幅を道路モデルに組み込むことができます。 

 

特性定義ダイアログ 

パラメータ 説明 

特性定義 指定された特性定義に含まれる要素のみがポイント制御として使用されます。 

範囲 指定された特性定義の要素がポイント制御として使用される、道路モデルの路線からのオフセットを指定しま

す。指定された特性定義上の要素がこの範囲を超えている場合、その要素は［ポイント制御］として使用さ

れません。 

 

道路モデル特性:この制御のタイプは、別の道路モデルからポイント制御図形を指定するために使用します。このタイプでは、別の標準

断面の点をつないだ平面表現が、ポイント制御図形として使用されます。例えば、2つの道路モデルが並行して走っている場合（例:1

つは道路、もう1つはトレイル）、道路モデル特性タイプを使用すると、道路モデル間の連携を行うことができます。道路モデルに既に側

溝の線がある場合、トレイルの道路モデルはそのラインをポイント制御図形として使用することができます。 
 

道路モデルの特性定義 ダイアログ 

パラメータ 説明 

道路モデル ドロップダウンから、［ポイント制御］としてターゲットとする道路モデルを指定します。 

参照特性 参照特性は、参照された道路モデルの標準断面の点を、ポイント制御図形としてターゲットにするかを指定し

ます。 
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9G.5.c 平面モードのポイント制御の作業手順 - 待避所 

ここでは、平面モードの［ポイント制御］を使用して、道路の待避所を作成します。 

 
 

 

ポイント制御図形の作成:［単一オフセット（範囲指定）］を使用して、待避所の端を作成します。 

ただし、道路モデル要素の端をオフセットしないでください。 

警告:ポイント制御図形を作成する場合、循環参照になるTRD要素を作成しないよう注意してください。詳細は

「9G.1 警告 - 循環参照の作成」を参照してください。 

推奨:ポイント制御図形は、標準断面の点をつないだ平面表現とは異なる特性定義に設定します。これにより、ポ

イント制御図形と平面表現との区別がつきやすくなります。推奨の特性定義は「線形―01よく使うーターゲットライン

1」または「線形―04全てーその他―補助要素」です。 

 

 

重要:道路モデルの道路中心線から 
オフセットを作成します 

ポイント制御図形の特性定義: 
ターゲットライン1 

標準断面の点をつないだ平面表現の特性定義: 
22_舗装 

推奨:操作する標準断面の点をつないだ平面表現とは異なる 
特性定義を使用してポイント制御を作成し操作します 

ポイント制御図形を作成するときは、循環参照のエラーを 
避けるため［スナップとルールを維持］はオフにしてください。 

警告:標準断面の点をつないだ平面表現からオフセットを 
作成しないでください。 

ポイント制御を使用すると循環参照のエラーが発生します。 
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ポイント制御図形の作成:［変数によるオフセット拡幅］を使用して、待避所の後方と前方の拡幅線を作成しま

す。 

 

ポイント制御図形の作成:［要素間の曲線 – 単曲線］を使用して、拡幅線と標準断面の点をつないだ平面表

現（道路端）の間に円弧のフィレットを作成します。このままでは、円弧フィレットは標準断面の点をつないだ平面表

現に依存するため、循環参照エラーが発生します。次のステップで依存関係を削除します。 

 

 

後方の拡幅 
前方の拡幅 

弧のフィレットを作成します。 
このとき、標準断面の点をつないだ平面表現を 

トリム/延⾧しないでください。 
［後方］を使用し、ポイント制御図形（拡幅の線）を 

最初に選択します。 
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ポイント制御図形の作成:ポップアップアイコンメニューから［ルールを削除］を使用して、円弧フィレットから依存関

係を削除します。 

 

ポイント制御図形の作成:［ルールを削除］を使用すると、拡幅のトリムされた部分が再び現れます。グリップ編集

を使用して、円弧フィレットの終了位置に拡幅線を手動で再配置します。 

［ルールを削除］は、円弧フィレットのすべての土木ルールを削除します。詳細は「7C.2 土木ルール」と「7C.3 基

本TRD要素と間隔」を参照してください。 

 

 

 

弧のフィレットを選択し、ポップアップアイコンメニューを表示します。 
次に［ルールを削除］を選択します。 

［ルールを削除］前のフィレットの 
プロパティ 
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ポイント制御図形の作成:［要素による複合］を使って、これまでに作成したすべての要素を1つのポイント制御

図形にまとめます。 

推奨:ポイント制御図形に名前を付けます。道路モデルデータ管理メニューのポイント制御サブメニューで確認しや

すくなります。 

 
ポイント制御の作成:道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューの［道路モデル作成ツール］

をクリックし、［ポイント制御を作成］  を選択します。  
 

 

 

7 
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プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック  

プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで終点にロック  

ポイント制御の開始測点と終了測点をキー入力（Enterキーを押してロック）するか、測点位置を平面上で選択

します。左クリックして位置を承認し、次のプロンプトに進みます。 

ヒント:開始測点と終了測点は、ポイント制御図形の始点と終点に正確に一致する必要はありません。開始測

点と終了測点が、ポイント制御図形を超えている場合、その超過部分では標準断面の点をつないだ平面表現はデ

フォルト位置のままになります。 

 
プロンプト:制御の説明- 必要に応じて、ポイント制御の説明を入力します。説明は道路モデルデータ管理メニュー

のポイント制御サブメニューで見ることができます。 

 
プロンプト:点を指定- 操作する標準断面の点をつないだ平面表現を平面上で選択するか、ダイアログの点ドロッ

プダウンから標準断面の点名を選択します。 

 

プロンプト:モード - 矢印キーの上下を使用して、必要なポイント制御モードを選択します。「9G.5.a ポイント制

御 – モード」を参照してください。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。この例では、平面モードを使用

します。 

 

プロンプト:制御のタイプ - 矢印キーの上下を使用して、制御のタイプを選択します。「9G.5.b ポイント制御 - 制

御のタイプ」を参照してください。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。この例では、「線形形状」の制御

タイプを使用します。 

 
プロンプト:平面または縦断要素を選択 - ポイント制御図形を平面上から選択するか、ダイアログの平面要素ドロ

ップダウンからポイント制御図形名を選択します。この例では、待避所の線を選択します。 

  

6 6 

7 
12 13 14 

11 

14 

6 

14 
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プロンプト:第二線形として使用- 矢印キーの上下を使用して、「はい」または「いいえ」を選択します。「はい」が選

択された場合、ポイント制御図形は、第二線形として使用されます。第二線形については「9G.2 第二線形」を参

照してください。ビューを左クリックし、次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:優先度 - 優先度は、標準断面の点が複数の要素のポイント制御として使用されている場合にのみ適

用されます。優先度の数値が低いポイント制御図形が最初にターゲットになります。 

デフォルトの優先度は1です。この例では、ポイント制御図形は競合しないので変更は必要ありません。 

 

プロンプト:平面方向のオフセット:始点  

プロンプト:平面方向のオフセット:終点  

この値が0でない場合、標準断面の点をつないだ平面表現は、指定された値だけ、ポイント制御図形から平面方

向にオフセットされます。この例では、平面表現をポイント制御図形と同じ平面位置に配置することを意図しているた

め、始点と終点の両方の平面オフセットは0です。 

 

 

 

道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現は、 
ポイント制御図形の位置にマッチしています。 

ポイント制御図形は、この処理では削除されず、 
選択と編集が可能です。 

ポイント制御図形を編集すると 
標準断面の点をつないだ平面表現は 

編集に応じて変更されます。 

平面モードのポイント制御の 
道路モデルマーカー 
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9G.5.d 縦断モードと両方モードのポイント制御の作業手順 – 側溝 

ここでは、道路に隣接する緑地帯の勾配を調整し、緑地帯中央の"計画低点"に排水されるようにします。［ポイント制御］ツールを2

回使用し、側溝の下端と側溝の肩を操作します。 

 

ポイント制御1（縦断モード）:側溝の下端（標準断面の点をつないだ平面表現）は、側溝の前方勾配に沿って延⾧され、側溝

の縦断（ポイント制御図形）の高さと交差します。縦断モードの［ポイント制御］は、側溝の前方勾配1V:4H（25%）を維持し

ます。 

 

ポイント制御2（両方モード）:側溝の肩（標準断面の点をつないだ平面表現）は、現況の緑地帯の背面線（ポイント制御図

形）の平面および縦断位置と交差します。両方モードの［ポイント制御］を使用すると、側溝の後方勾配が必要に応じて変化し、緑

地帯の背面線の平面および縦断位置と交差するように変化します。 

 

 
  

備考:側溝の下端は特性定義 
「03標準断面の点―02平面表現ありー縁石

―縁石 面 経路」に設定されています。 
3Dモデル作成時に、2D複合要素も作成され

2Dモデル上に表示されます。 

待避所の背面線 
（ポイント制御図形） 

緑地帯の背面線と 
交差する側溝の肩 
（「両方」モードの 
ポイント制御） 

側溝の後方勾配 側溝の前方勾配 

側溝の縦断高さと 
交差する側溝の下端 

（「縦断」モードのポイント制御） 

側溝の縦断 
（ポイント制御図形） 

ヒント:縦断をアクティブ
に設定すると、側溝の 
位置は横断ビューで 

確認できます。 

側溝の下端 
（標準断面の点をつないだ

平面表現） 

側溝の線形 
(ポイント制御図形) 

側溝の肩 
（標準断面の点をつないだ

平面表現） 

計画低点 緑地帯 現況低点 

ポイント制御前の 
道路の横断 
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側溝の線形と縦断要素のためのポイント制御図形を作成: 

 

側溝の線形（平面TRD要素）を作成: 

縦断モードの［ポイント制御］を使用するため、側溝の線形の平面位置は重要ではありません。線形の終点は、側溝

の肩の2D複合要素と、緑地帯の外周線の交点に配置します。頂点は、計画低点を配置したい位置に置きます。そう

することで、縦断ビューに平面の頂点位置を示す参照線が表示されます。 

 

側溝の縦断（縦断TRD要素）を作成: 

側溝の縦断は、両端で現況地盤と接続し、平面の計画低点の位置に勾配変化点を配置します。次のステップに進む

前に、縦断をアクティブにします。 

ヒント:平面TRD線（［2点間の線分］ツール）を使用して、横断ビューを2D設計モデル  に関連付けることができ、側溝の線

形と縦断の適切な平面および縦断位置を決定するのに役立ちます。 

 

 

側溝の肩(2D複合要素) 

計画低点の頂点 

緑地帯の外周線 

平面の頂点位置を示す参照線 

側溝の縦断は両端で現況地盤に
接続します。 

計画低点 縦断をアクティブ
に設定 
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側溝の下端に対する［ポイント制御（縦断モード）］を作成: 

 
ポイント制御の作成:道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューの［道路モデル作成ツール］  を

クリックし、［ポイント制御を作成］  を選択します。  

 

プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック 

プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで終点にロック 

［ポイント制御］の開始測点と終了測点をキー入力（Enterキーを押してロック）するか、測点位置を平面上で選

択します。左クリックして位置を承認し、次のプロンプトに進みます。 

ヒント:この例では、開始測点と終了測点は意図的にポイント制御図形の始点と終点を越えて配置されていますが

問題ありません。［ポイント制御］は、ポイント制御図形が見つかった範囲でのみ適用されます。 

 
プロンプト:制御の説明 - 必要であれば、［ポイント制御］に説明をつけます。 

 
プロンプト:点を指定- 操作する、標準断面の点をつないだ平面表現を平面上で選択するか、ダイアログの点ドロップ

ダウンから標準断面の点名を選択します。 

 

プロンプト:モード - 矢印キーの上下を使用して、必要な［ポイント制御］のモードを選択します。「9G.5.a ポイン

ト制御 – モード」を参照してください。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

この例では、「縦断モード」を使用します。 

 

プロンプト:制御のタイプ - 矢印キーの上下を使用して、制御のタイプを選択します。「9G.5.b ポイント制御 - 制

御のタイプ」を参照してください。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

この例では、「線形形状」の制御のタイプを使用します。 

側溝の縦断 
（ポイント制御図形） 

溝＿前面＿L 
道路モデルの標準断面の点をつないだ

平面表現 
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プロンプト:平面または縦断要素を指定 -側溝の線形の縦断モデル  から、側溝の縦断のポイント制御図形を選

択します。 

 
プロンプト:優先度 - デフォルトの優先度1を使用します。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:縦断方向の始点オフセット 

プロンプト:縦断方向の終点オフセット  

デフォルト値の0を使用します。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 

緑地帯の背面線のポイント制御図形を作成: 

 
 

 

［コピー］を使って、現況の緑地帯の外周線をアクティブTRDファイルにコピーします。 

備考:コピーして得られる線分は、特性定義と名前のない汎用要素です。要素をポイント制御図形として使用す

るときは、特性定義と特性名が必要です。 

 
［部分削除］で緑地帯の外周線を、ポイント制御図形に適切な⾧さにトリムし、余分な線分を削除します。 

  

現況の緑地帯の外周線を 
コピーします。 

［部分削除］を使って、緑地帯の外周線を 
適切な⾧さにトリミングします。 

余分なラインワークを 
削除します。 

この例では、緑地帯の外周線は 
側溝の肩（2D複合要素）との交差位置

でトリミングします。 

分かりやすくするために計画および現況の 
ラインワークレイヤの表示をオフにします。 
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［特性定義を要素に付与］を使って、要素に特性定義と特性名を与えます。 

ポイント制御図形には必ず特性定義を割り当ててください。 

 
緑地帯の背面線の縦断モデル  を開き、現況地盤の縦断をアクティブな縦断として設定します。 

緑地帯の背面線の縦断モデル 

現況地盤の縦断 
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側溝の肩の［ポイント制御（両方モード）］を作成: 

 
 

 
ポイント制御の作成:道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツ

ール］をクリックし、［ポイント制御を作成］  を選択します。 

 

プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック 

プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで終点にロック 

［ポイント制御］の開始測点と終了測点をキー入力（Enterキーを押してロック）するか、測点位置を平面上で選

択します。左クリックして位置を承認し、次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:制御の説明 - 必要であれば、ポイント制御に説明を付けます。 

 
プロンプト:点を指定- 操作する、標準断面の点をつないだ平面表現を平面上で選択するか、ダイアログの点ドロップ

ダウンから標準断面の点名を選択します。 

 

プロンプト:モード - 矢印キーの上下を使用して、必要な［ポイント制御］のモードを選択します。「9G.5.a ポイント

制御 - モード」を参照してください。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

この例では、「両方モード」を使用します。 

 

プロンプト:制御のタイプ- 矢印キーの上下を使用して、制御のタイプを選択します。「9G.5.b ポイント制御 - 制御

のタイプ」を参照してください。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

この場合、「線形形状」の制御のタイプを使用します。 

  

緑地帯の背面線 
（ポイント制御図形） 

Slope_Stake_Cut_L 
（標準断面の点をつないだ平面表現の名称） 

緑地帯の背面線の 
縦断 

（ポイント制御図形） 
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プロンプト:平面または縦断要素を指定 - 2D設計モデル  から、緑地帯の背面線のポイント制御図形を選択しま

す。 

 
プロンプト:第二線形として使用- 「いいえ」を選択します。この場合、使用している「Slope_Stake_Cut_L」点の先

に標準断面の点がないため、第二線形は使用する必要はありません。ビューで左クリックして次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:優先度 - デフォルトの優先度1を使用します。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 

プロンプト:平面方向の始点オフセット 

プロンプト:平面方向の終点オフセット 

プロンプト:縦断方向の始点オフセット 

プロンプト:縦断方向の終点オフセット 

デフォルト値の0を使用します。ビューで左クリックすると、次のプロンプトに進みます。 

 

 

9G.5.e 結果 

 

側溝の 
ポイント制御図形 

備考:道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表
現（緑）と、側溝のポイント制御図形（青）は一致

しません。 
これは縦断モードの［ポイント制御］が使用されてい
るためです。このモードは［ポイント制御］の道路モデ

ルマーカーのプロパティで変更できます。 
 

両方モードに変更された場合、 
線の平面位置は一致しますが、 

前方勾配はデフォルトの値で調整されます。 

両方モードのポイント制御 
の道路モデルマーカー 

側溝の肩:道路モデルの標準断面の点をつない
だ平面表現と、ポイント制御図形が一致 

縦断のポイント制御 
の道路モデルマーカー 

緑地帯の背面線と 
側溝の肩の位置 

両方モードのポイント制御が 
使用されているため後方勾配 

は適用されません。 
側溝の道路モデルの

標準断面の点 

縦断モードのポイント制御が 
使用されているため前方勾配は

適用されます。 
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9G.6 端部要素の例外を作成 

［端部要素の例外を作成］は、標準断面の道路本体*を修正することなく、標準断面の端部要素の構成要素を再設定でき、端

部要素の小さな変更に使用できます。例えば、設定された測点範囲の盛土法面の急勾配を25％から50％に変更するために使用

します。また、設定された測点範囲の端部要素を完全に再設定するために使用できます。 

端部要素の例外の適用先は3種類あり、標準断面の右側または左側に適用することができます。 

 

端部要素の例外の適用先タイプ 
タイプ 説明 

左側の上書き／右

側の上書き 

デフォルトの端部要素は、道路モデルに沿って指定された範囲に対して、再設定または再作成することが

できます。端部要素の変更は、小さなものから大きなものまで可能です。 

左側の擦付区間／

右側の擦付区間 

端部要素の上書き（左側または右側）からデフォルトの端部要素の間を、スムーズに切り替えるために使

用します。擦付区間を設定しない場合、勾配の境界線に急な変化が生じます。 

重要:左右の擦付区間は、標準断面配置の擦付区間と同じ原理で作成します。「9E.9 擦付区間の

作成」を参照してください。両ツールは、同様の［擦付区間を編集］メニューと［擦付区間の中点を編

集］メニューを使用して擦付を行います。 

道 路 本 体 の み

（左）／道路本体

のみ（右） 

この端部要素の例外タイプは、道路モデルに沿って指定された範囲の端部要素の構成要素を完全に削

除します。例として、切土盛土の施工を行わない橋梁で使用します。 

備考:*:道路本体とは、標準断面内の端部要素の構成要素を除く、すべての構成要素を指します。 

 

 

道路本体 
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9G.6.a 端部要素の例外の適用先 - 上書きタイプと擦付タイプの作業手順 

ここでは、右側の端部要素に対して側溝タイプを変更するために上書きします。デフォルトの側溝タイプ（この例では平低台形側溝）

を、10+80から11+80までの範囲で、V字の側溝に上書きします。これにより、デフォルトの端部要素を使用した場合に生じる、下図

のような丘の法面への大規模な掘削を回避できます。 

 

希望の設計案における 
デフォルトの端部要素（切土法面） 

大きい切土面で作成された 
デフォルトの端部要素（切土法面） 

端部要素の例外は 
この範囲に適用されます。 
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9G.6.a.i 端部要素の例外 – 上書きタイプの作業手順 

ここでは、端部要素の例外の適用先として「右側の上書き」タイプを選択した作業手順を説明します。 

 

 

 
道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  をクリック

し、［端部要素の例外を作成］  を選択します。  

 
プロンプト:作成する端部要素の例外名- 端部要素の例外に名前を割り当てます。ビューで左クリックして次のプロン

プトに進みます。 

 

プロンプト:端部要素の例外の適用先 - 矢印キーの上下を使用して、端部要素の例外の適用先タイプを選択しま

す。この例では、「右側の上書き」タイプを使用します。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック – 開始測点を入力し、Enterキーを押してロックします。ビューで左

クリックして次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで終点にロック - 終了測点をキー入力し、Enterキーを押してロックします。ビュー

で左クリックして次のプロンプトに進みます。 

  

4 
5 
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端部要素の例外の［上書き］メニューが開きます。V字形状を作成するときは、側溝の平坦な下部の標準断面の

点を1点削除する必要があります。側溝の後方勾配の標準断面の点を右クリックし、「点を削除」を選択します。 

 

端部要素の交点は「拘束なし  」です。交点の点プロパティを開き、拘束を設定してV字型の側溝を定義します。 

拘束1:拘束タイプ「勾配」で、Ditch_Front_R (親1)点から相対的に50%に設定します。 

拘束2:拘束タイプ「縦オフセット」で、Ditch_Front_R (親1)点に対して10.0000に設定されます。 

備考:「ターゲットまで無限に伸ばす」のチェックがオンのとき、縦オフセット値は重要ではありません。端部要素の交点

は、現況地形モデルをターゲットに延⾧されます。 

 
OKを左クリックして、コマンドを完了します。 

 
  

端部要素の例外の［上書き］メニュー 

親点 
「Ditch_Front_R」 

備考:このメニューでは、標準断面の点の追加、
削除、操作は標準断面エディタと同じように 

できます。 
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例外の端部要素 

［端部要素の例外］の 
道路モデルマーカー 

ポップアップアイコンメニューから、端部要素の 
例外の［上書き］メニューに戻ります。 



91 

9G.6.a.ii 端部要素の例外 – 擦付タイプの作業手順 

ここでは、端部要素の例外の適用先として「右側の擦付」タイプを選択したときの作業手順を説明します。 

 

 

 

 
道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  をクリック

し、［端部要素の例外を作成］  を選択します。  

 

プロンプト:作成する端部要素の例外名- 端部要素の例外に名前を割り当てます。ビューで左クリックして次のプロ

ンプトに進みます。 

 

プロンプト:端部要素の例外の適用先 - 矢印キーの上下を使って、端部要素の例外の適用先タイプを選択しま

す。この例では、使用するタイプは「右側の擦付」です。ビューで左クリックして、次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:開始測点＜Alt＞キーで始点にロック -開始測点を入力し、Enterキーを押してロックします。ビューで

左クリックして次のプロンプトに進みます。 

 
プロンプト:終了測点＜Alt＞キーで終点にロック - 終了測点をキー入力し、Enterキーを押してロックします。ビュ

ーで左クリックして次のプロンプトに進みます。 

  

5 
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［擦付区間を編集］メニューが表示されます。平底の後部の点（デフォルト）からV点（上書き）まで擦付

線を描きます。上図のように標準断面の点を左クリックして擦付線を描きます。 

備考:［擦付区間を編集］メニューの詳細については、「9E.9.a 擦付区間を編集」を参照してください。 

 
各標準断面の点に少なくとも1本の擦付線を作成し、OKを選択します。 

 

 

擦付が必要なすべての標準断面の点が「拘束なし  」であることを確認します。この例では、すべての標準断面

の点はすでに拘束なしなので、何もする必要はありません。 

擦付スライダーでプレビューし、擦付が適切であれば、OKを選択します。 

  

［擦付区間を編集］メニュー 

［擦付区間を編集］メニューは、 
標準断面配置の［擦付区間を編集］ 

メニューと同じように機能します. 
 

各標準断面の点の擦付線が伸びている
ことを確認してください。 

擦付線なしの標準断面配置の点は、 
太字の緑十字  でマークされます。 

例外の端部要素 

デフォルトの端部要素 平らな底部の後部の点 
（デフォルト）からV点（例外）まで

擦付線を描画します 

［擦付区間の中間点を編集］メニュー 

デフォルトの端部要素 
（平らな底部の溝） 

例外の端部要素 
（V型の溝） 

［擦付区間の中間点を編集］メニューでは、
［標準断面配置の擦付］と同じように機能 

します。 

擦付するすべての標準断面の点は、拘束なし
になっている必要があります。 

この例では、すべての標準断面の点は既に 
拘束なしのため追加の操作は不要です。 終点位置からの 

擦付のスライダー 

始点位置からの 
擦付のスライダー 
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9G.7 曲線拡幅 

［曲線拡幅］は、ポイント制御の自動化された形で、曲線周辺の道路端を広げるために使用されます。このツールは、曲線半径を参

照し、曲線拡幅表に関連付けます。曲線拡幅表は自動的に適切な曲線幅の値を設定します。また、擦付区間が作成され、通常の

車線幅から完全な曲線拡幅への擦付を作成します。 

 
［曲線拡幅］は、拡張子".wid "のテキストファイル（曲線拡幅ファイル）と連動して動作します。曲線拡幅ファイルには、曲線に追

加する幅と擦付に必要な⾧さを決定する曲線拡幅表が含まれています。 

曲線拡幅ファイルはFLH 作業環境フォルダの以下の位置にあります。 

C:\ProgramData\Bentley\TrendRoad Designer ●●\Configuration\Organization-Civil\Civil 

Default Standards - JAPAN\Widening 

 

 

警告:作業環境に保存されている曲線拡幅ファイルを直接編集したり使用したりしないでください。代わりに、適切な曲線拡幅ファイル

を、適切なプロジェクトファイルフォルダにコピーして編集してください。 

曲線拡幅 

曲線拡幅のファイルは 
”.wid”の拡張子で表示されています。 
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9G.7.a 曲線拡幅ファイルをプロジェクト用に修正 

作業環境から適切な曲線拡幅ファイル（.wid）をコピーし、適切なプロジェクトファイルフォルダに配置します。曲線のファイルを編集す

るときは、メモ帳を開きます。 

 
 

曲線拡幅表の機能:曲線半径（Rad）の値が曲線拡幅表に入力されると、Wi、Li、Wo、Loの値が設定され、それに応じて曲線

幅を広げたり擦付けたりするのに使われます。 

平面線形の曲線半径 (Rad) - 平面線形の曲線の半径値。 

曲線の内側部分の拡幅量（Wi）-内側車線に追加される曲線の拡幅量。 

曲線の内側部分の緩和区間の⾧さ（Li）-内側車線幅から完全な曲線拡幅になるまでの緩和区間の⾧さ。 

曲線の外側部分の拡幅量 (Wo) - 外側車線に追加される曲線の拡幅量。 

曲線の外側部分の緩和区間の⾧さ（Lo）-内側車線幅から完全な曲線拡幅になるまでの緩和区間の⾧さ。 

 

備考:例えば、半径50ｍのように、半径の値が曲線拡幅表の間にある場合、半径45ｍに基づき、設定される値はWi=1.5、

Li=25.00、Wo=0.0、Lo=25.00となります。 

 

表のヘッダー 

曲線拡幅の表 

備考:セミコロン（;）で始まる行は 
情報のみでTRDでは無視されます。 

備考:表の最終行の半径より大きい場合は 
曲線拡幅はありません（この例では160ｍ）。 
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9G.7.b 曲線拡幅 – 作業手順 

 

 

 

道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデル作成ツール］  をクリック

し、［曲線拡幅を作成］  ツールを選択します。 

もしくはリボン［道路モデルタブ→編集グループ→編集ドロップダウン］から選択します。 

 

プロンプト:開始測点 <Alt>キーで始点にロック 

プロンプト:終了測点 <Alt>キーで終点にロック  

備考:曲線拡幅は、測点の範囲内で曲線が完全に包まれている場合にのみ適用されます。 

この場合、道路モデル内のすべての曲線に曲線拡幅が適用されます。これは、測点範囲を始点と終点にロックする

ことで可能です。 

 
プロンプト:説明 - 使用する曲線拡幅の説明を入力します。説明は、道路モデルデータ管理メニューのポイント制

御サブメニューで表示されます。 

  

2 

7 

4 

2 

9 
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プロンプト:点を指定- 曲線拡幅する道路モデルの標準断面の点をつないだ平面表現を、平面上で選択するか、

ダイアログの点ドロップダウンから標準断面の点名を選択します。 

備考:1回の使用で選択できる道路モデルの標準断面の点は1つだけなので、［曲線拡幅］は、道路の左側と

右側の両方に2回使用する必要があります。 

 

プロンプト:接線上の擦付率 - 擦付区間の位置を指定します。 

100%を使用した場合、擦付はすべて接線上で行われます。例えば、入口擦付の場合、車線は曲線の接点で完

全な曲線拡幅幅になります。 

0%を使用した場合、擦付全体が曲線内で行われます。擦付は曲線の接点から開始されます。 

50%を使用した場合、完全な曲線拡幅への擦付の半分が接線上にあり、残りの半分は曲線上で行われます。 

 

プロンプト:擦付区間にクロソイドの⾧さを使用 - このプロンプトは、路線線形にクロソイドが含まれている場合にのみ

表示されます。 

チェックをオンで、路線線形にクロソイドが含まれる場合、擦付区間は接線点またはクロソイド点で開始し、クロソイド

点または曲線点で終了します。接線上の擦付率（最後のステップで指定）と曲線拡幅ファイルにある擦付の⾧さは

無視されます。 

チェックをオフで、路線線形にクロソイドが含まれている場合、接線上の擦付率と曲線拡幅ファイルからの擦付⾧さが

使用され、クロソイド点または曲線点から相対的に適用されます。 

 

プロンプト:重なり - このプロンプトは、路線線形に曲線が近接して配置されている場合にのみ重要です。この場合、

擦付区間⾧が重なる可能性があります。 

最大拡幅点を曲線にシフト - 重なり合う曲線の擦付⾧は、曲線拡幅ファイルにある値から変更されません。重なっ

ている擦付区間は、それぞれの曲線方向にシフトされ、重ならないように調整されます。この場合、ステップ5で指定

した接線上の擦付率は無視されます。 

擦付⾧さを短縮 - 重 な り 合 う 曲線の擦付⾧さは、短縮され重ならないように調整されます。曲線拡幅ファイルにあ

る擦付⾧さは無視され、ステップ5で指定した接線上の擦付率も無視されます。 

 

プロンプト:優先度 - 優先度は、曲線拡幅の標準断面の点が、曲線付近の別のポイント制御にも割り当てられて

いる場合にのみ影響します。例えば、曲線近くに道路の待避所がある場合、道路端の標準断面の点は、道路の待

避所のポイント制御図形に従うと同時に、曲線を広げることはできません。 

優先度の数値が低い方のポイント制御図形が最初の対象となります。 

 

プロンプト:曲線拡幅表を選択 - <Alt＋下矢印>キーでファイルを選択 - Altキーと下矢印キーを同時に押して、

ファイルエクスプローラーを開きます。プロジェクトフォルダに移動し、プロジェクトの曲線拡幅ファイルを選択します。 
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［曲線拡幅］は、ポイント制御を自動的に行う機能を持っています。曲線ごとに3つの平面モードのポイント制御が作成されます。完全

な曲線拡幅区間のポイント制御と、擦付区間のポイント制御です。個々のポイント制御は、道路モデルデータ管理メニューのポイント制

御サブメニューに表示されますが、測点範囲を除いて編集や操作はできません。 

［曲線拡幅］のパラメータと曲線拡幅ファイルは、曲線拡幅サブメニューで表示および変更できます。 

 

 

平面のポイント制御の道路モデルマーカー 
（擦付区間） 

平面のポイント制御の道路モデルマーカー 
（曲線拡幅区間） 

平面のポイント制御の道路モデルマーカー 
（擦付区間） 

曲線拡幅のサブメニュー 

ここで曲線拡幅ファイルの入れ替えや 
パラメータを変更します。 

ポイント制御のサブメニュー 
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9G.8 ターゲット変更 

デフォルトでは、端部要素の点は、端部要素の構成要素プロパティで設定したターゲットタイプのみを取得し、通常はアクティブな地形

モデルが設定されています。詳細は「8D.7.a 端部要素ターゲットタイプ」を参照してください。［ターゲット変更］は、道路モデルの端

部要素に複数のターゲットを指定するために使用します。［ターゲット変更］は、以下のターゲットタイプの組み合わせを指定できま

す。 

• 道路モデル、線形テンプレートモデル、サーフェステンプレート 

• 追加の地形モデル 

• TRD平面/縦断要素（「8D.7.a.i ターゲット及び端部要素TRD要素-作業手順」参照）。 

［ターゲット変更］の非常に便利な機能は、隣接する道路モデルをターゲットにできることです。これは、通常の端部要素の構成要素

ではできません。下図では、［ターゲット変更］を左側の道路モデルに使用し、隣接道路をターゲットとしています。 

 

［ターゲット変更］は、道路モデルが取得できるターゲットを指定し、優先順位をつけるために使用します。複数のターゲットが選択可能

な場合、ターゲットリストの順番によって、どのターゲットを使用するかが決まります。 

上の例では、現況地形モデルから道路モデルまでの両方がターゲットとして指定されていますが、ターゲットリストの上にある隣接道路が

優先されます。可能であれば、道路モデルは隣接道路を取得します。道路モデルが隣接道路を取得できない場合は、現況地形モデル

が使用されます。ターゲットリストの順番によって、複数のターゲットが取得可能な場合に、どのターゲットが優先されるか決まります。 

 

  

左側の道路モデルの 
［ターゲット変更］ 

ターゲットリスト 

［ターゲット変更］で 
隣接道路を 

ターゲットにした道路モデル 隣接道路 

端部要素の点は、 
隣接道路に公差しています。 ヒント:［クリップ範囲を追加/削除］ツールを使って、 

隣接道路の余分な部分をトリミングします 
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9G.8.a ターゲット変更 

［ターゲット変更］は、端部要素のターゲットの選択と優先順位付けに使用します。［ターゲット変更］は、道路モデルハンドルのポップ

アップアイコンメニューからアクセスします。 

 

 

サーフェスまたは道路モデルの 
ターゲットリスト 

 
ターゲットにできる利用可能な地形モデル、

道路モデル、線形テンプレートのリスト。 
 

このリストのターゲットは、実行前に、右側の
ターゲットリストに移動する必要があります。 

「追加 - >」や「< - 削除」ボタンで 
リスト間を移動させてください。 

ターゲットリスト 
 

リストの順番はターゲットの優先度を意味します。 
端部要素の点は、 

このリストの最初のターゲットを探索します。 
もし最初のターゲットが見つからない場合、 

次のターゲットを探索します。 
並べ変えは「上/下に移動」ボタンを使います。 

ターゲットタイプのドロップダウンで、 
線要素のターゲットタイプを切り替えます。 

「最も近いものを使用」にチェックがオンの場合、 
ターゲットリストの順番は無関係になります。 

端部要素の点は最も近いターゲットで交差し、
ターゲットリストの順番は無視されます。 

備考:現況地盤の地形モデルが 
アクティブ状態でもターゲットにするには 
右側のリストに追加する必要があります。 

［ターゲット変更］ 
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9G.8.b ターゲット変更と道路モデルクリッピング参照範囲を追加 - 作業手順 

このフローでは、［ターゲット変更］を道路モデルに使用し、トレイル道路モデルにターゲットを合わせて取得します。その後、トレイル道路

モデルの余分な部分を［道路モデルの参照要素を追加］でクリップします。クリップ範囲については「9G.10 道路モデルクリッピング」を

参照してください。 

 

道路モデルのポップアップ
アイコンメニューを開き、 
［ターゲット変更］  

を選択 

ターゲットリストでは、現況地盤の地形モデル

と小道の道路モデルが選択されています。 

追加ボタンを押し別名リストへ移動します。 

別名リストでは、小道の道路モデルが 

選択されています。 

上/下へ移動ボタンを押し、小道の道路モデル

が別名リストの一番上になるように移動します。 

備考:現況地盤の地形モデルが 

小道の道路モデルより上にある場合、 

小道の道路モデルを見つける前に、 

道路モデルは現況地盤を見つけるため、 

影響はありません。 

小道の 
道路モデル 

道路モデル 

小道の道路モデルは 

クリップします。 
これはクリップ範囲として道路モ
デルを小道の道路モデルに追加

することで実行できます。 

備考:道路モデルに追加されたクリップ範囲は 
クリップ範囲サブメニューでリスト表示されます。 
このサブメニューから直接追加/削除可能です。 

小道の道路モデルのポップアップ
アイコンメニューを表示し、 
［クリップ範囲を追加］ 

を選択します。 

クリップされた 
小道の道路モデル

分 

道路モデルを 
左クリック 

ターゲット変更とクリップ範囲を追加した結果 

ターゲット変更の結果 
道路モデルは小道の道路モデルを

ターゲットにし交差しています 

重なり 

2 4 

3 3 
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9G.9 道路モデルの参照要素を追加/削除 

［道路モデルの参照要素を追加］および［道路モデルの参照要素を削除］は、道路モデルの標準断面のプロパティの中にある

［特性定義による平面的な拘束］と連動して動作します。TRD要素を道路モデルの参照要素として追加すると、その要素は、［特

性定義による平面的な拘束］で使用することができます。「8C.6.a.xiv 特性定義による平面的な拘束」を参照してください。 

重要:平面TRD要素が［道路モデルの参照要素を追加］で選択されていない場合、特性定義による平面的な拘束機能は機能し

ません。 

［特性定義による平面的な拘束］と［道路モデルの参照要素を追加］は、表示ルールを含む標準断面で最もよく使用されます。

「11A.5.c 表示ルールを含む標準断面を使って重なりに対処する」を参照してください。 

 

道路モデルの参照要素を追加または削除: 

道路モデルの参照要素を追加すると道路モデルデータ管理メニューの外部参照サブメニューに一覧表示されます。 

 

  

平面TRD要素を左クリックし 
道路モデルの参照要素として追加 平面TRD要素を左クリックし 

道路モデルの参照要素を削除 

道路モデルハンドルを選択し 
ポップアップアイコンメニューを表示 

［道路モデルの参照要素を追加］ 
を選択 

［道路モデルの参照要素を削除］を選択 

TRD要素＝“待避所” 

TRD要素の特性名＝“待避所” 

外部参照サブメニュー 

道路モデルの参照要素を追加ボタン  
道路モデルの参照要素を削除ボタン  
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9G.10 クリップ範囲を追加/削除 

［クリップ範囲を追加］および［クリップ範囲を削除］は、道路モデルの不要な部分を切り取るために使用します。［クリップ範囲を追

加］は、道路モデル、線形テンプレート、サーフェステンプレートなど、道路モデルが別のモデリング特性と重なる場合に使用します。

「9G.8.b ターゲットエイリアスおよび道路モデルクリッピングの追加 - 作業フロー」を参照してください。 

また、閉じたスマートラインを作成し複合図形を作成することで、カスタムクリッピング図形を作成できます。詳細は「9G10.a 道路モデ

ルのクリップ範囲 – 作業手順」を参照してください。道路モデルから斜めに配置された橋をクリップする手順を説明しています。 

警告:［クリップ範囲］を過度に使用すると、道路モデルの処理時間の大幅な増加や、道路モデルファイル(.dgn)が破損したりするこ

とがあります。道路モデルのクリッピングは4-5回までを推奨します。 

警告:［クリップ範囲を追加］を使用した後、2D設計モデル  に表示される道路モデル複合要素は、視覚的にクリップされず、道

路モデル複合要素は変更されません。3D設計モデル  で作成された3D線要素のみが「クリップ」として表示されます。

「9G.10.b道路モデルリクリッピング参照の表示 - 警告」を参照してください。道路モデル複合要素と3D線要素の違いは、

「9C.3 2D複合要素と3D線要素」で説明しています。 

このツールは、接続道路、交差点、車道に合わせて道路モデルの一部を切り取るために使用することは推奨しません。接続道路、交差

点、または車道付近の端部要素の構成要素を削除するには、表示ルールを含む標準断面作成し、道路モデルを作成してください。 

 

9G.10.a 道路モデルのクリッピング参照 - 作業手順 

この例では、カスタムクリッピング図形を使用して、道路モデルから斜めに配置された橋の範囲をクリップします。 
 

 

 

スマートラインを使い道路モデルをクリ
ップしたい希望の形を作成します。 

スマートラインが始点から終点までス
ナップされ閉じられた状態か確認しま

複合図形を左クリック 

斜めに配置された橋 

クリップしたい橋上の道路モデル 

2D設計モデル  3D設計モデル  
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2 

②［複合図形を作成］でスマート 
ラインを複合図形に変換します。 

①［スマートラインを配置］で道路モデルを 
クリップする希望の図形を作成します。 
スマートラインは始点と終点をスナップし 

閉じられた図形になっていることを 
確認してください。 

③ポップアップアイコンメニューを表示し、
［クリップ範囲を追加］ツールを選択 

④クリップ用図形を左クリックします。 

3 

作成後 
2D設計モデル  3D設計モデル  

クリップされた道路モデル 
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9G.10.b クリップ範囲の表示- 警告 

2D設計モデル  で作成される道路モデル複合要素は、クリッピング範囲の視覚的な影響を受けません。 

下図は、前ページの作業手順の結果です。道路モデル複合要素（2D設計モデル  内に作成）のみが表示されていて、3D設計

モデル  参照表示はオフになっています。道路モデルは正常にクリップされましたが、道路モデル複合要素は視覚的に影響を受けて

いません。下図のように路肩や舗装端等の道路モデル複合要素はクリップされずに表示されます。 
 

 

 

 

2D設計モデル  は下図のように表示されます。ただし、すべての道路モデル複合要素の表示はオフで、3D設計モデル  の参照表

示はオンになっています。道路モデルから、すべての3D形状が正しくクリップされています。 

 
 

  

ユーザー作成のクリップ要素 

ユーザー作成のクリップ要素 

3D設計モデル  で作成された 
3Dの線要素と構成要素 

3D設計モデル  の表示オン 

ユーザー作成のクリップ要素 

2D設計モデル  で作成された 
道路モデル複合要素 3D設計モデル  の表示オフ 
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9H その他の道路モデルツール 
 

9H.1 道路モデルのロックと再作成 

道路モデルがロックされると、編集や道路モデルデータが新しく作成されても、道路モデルは更新されません。ロック状態の場合、道路モ

デルは静止したままになります。編集や操作を道路モデルに適用しても、道路モデルのロックが解除され、［道路モデルを再作成］  

が使用されるまで、更新されません。 

道路モデルや、道路モデルと相互作用する要素（路線やポイント制御図形など）に編集が加えられた場合、⾧い道路モデルや複雑

な道路モデルは、処理時間が⾧くなる場合があります。処理の遅い道路モデルに一連の編集を行う前に、道路モデルをロックすることを

推奨します。 

道路モデルをロック:道路モデルをロックするには、［ロック - ルールを非アクティブにする］  を 使用します。 

道路モデルのロックを解除:道路モデルのロックを解除するには、［ロックを解除 - ルールをアクティブにする］  を 使用します。 

道路モデルを再作成:道路の再作成には、［道路モデルを再作成］  を使用します。 

 
 

 

①道路モデルハンドルを選択し、 
ポップアップアイコンメニューを 

表示します。 

②［ロック-ルールを非アクティブにする］ 

③［ロックを解除-ルールをアクティブにする］ ④［道路モデルを再作成］ 
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9H.2 道路モデルの路線または縦断の変更（別の線形で再作成ツール） 

［別の線形で再作成］ツールには、道路モデルの路線と縦断を切り替える2つの操作方法があります。 

1. ［別の線形で再作成］は、道路モデルの路線を完全に切り替えるために使用できます。例えば、別の路線を作成した場

合、［別の線形で再作成］を使って元の道路モデルを、別の路線に切り替えます。すべての標準断面配置と道路モデル

データは、測点範囲はそのままで、別の路線に転送されます。 

2. 道路モデルの路線は変更せず、縦断を切り替えます。道路モデルに別の縦断を適用するために使用します。 

 

  

［別の線形で再作成］を選択 

ツール使用前 

ツール使用後 

プロンプト:道路モデルを指定 
切り替える道路モデルハンドルを

左クリック 

プロンプト:再アタッチする道路モデルの基準線を選択 
代わりの路線を左クリック 

プロンプト:縦断を指定-右クリックでアクティブな縦断を使用
再アタッチしたい路線の縦断モデルを開き、 

希望する縦断を左クリックします。 
または、希望する縦断がアクティブな場合、 

右クリックで完了します。 

警告:元の路線および代替路線は 
類似の測点を持つ必要があります。 

この例では両方の路線は 
同じ点から開始しています。 
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9H.4 道路モデルレポート 

すべての道路モデルレポートは、以下のリボンからアクセスできます。 

［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ → 見直しグループ］ 

一般的に、［構成要素の数量（平均断面法）レポート］を除き、ほとんどのレポートはほとんど使用しません。このレポートは、1つの

道路モデルの数量を素早くチェックするために使用できます。 
 

道路モデルレポートツール 説明 

 

構成要素の数量

（平均断面法） 

1つの道路モデルの材料（構成要素）と土工数量を生成します。このツールは、道路モデルの

舗装、骨材、切土盛土量などの構成要素の数量をすばやく算出するのに便利です。 

警告:道路モデルがクリッピングされている場合、このレポートは正確な数量を生成しません。

「9G.10 道路モデルクリッピング参照」を参照してください。 

 

デザイン入力レポー

ト 

道路モデルの操作に使用されるすべての道路モデルデータの一覧を生成します。このレポートは

道路モデルデータ管理メニューとサブメニューの全ての内容を一つのレポートに項目化したもの

です。「9G 道路モデルデータ - 道路モデルの操作」を参照してください。 

 

配置標準断面一

覧 

道路モデルで使用されているすべての標準断面を一覧表示するレポートを生成します。この結

果レポートの生成には時間がかかります。 

 
切削レポート 

オーバーレイおよび切削を利用する道路モデルと標準断面にのみ関連します。 

「8D.8 オーバーレイ／ストリッピング構成要素」を参照してください。 

舗装切削の場合、このレポートは各標準断面配置測点の左側/右側のオフセットと高さを算出

します。各標準断面配置間の舗装切削領域も算出されます。 

 

横断片勾配の 

レポート 

道路モデルハンドルと共に使用されるその他道路モデルレポートツールとは異なり、横断片勾配

と共に使用され、レポートを生成します。 

レポートには、設計速度、最大E値、流出⾧表など、横断片勾配の計算に使用したすべての

入力パラメータが一覧表示されます。また、このレポートには、横断片勾配を適用した各測点

の位置と、対応するE値も一覧表示されます。 

道路モデルレポートツール 
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9H.4.a 1つの道路モデルの構成要素の数量 - 作業手順 

ここでは、［構成要素の数量（平均断面法）］を使用して道路モデルの数量を生成します。 

 

 

 

 
 

 

 

リボンで、［構成要素の数量（平均断面法）］を左クリックします。 

リボンの位置:［道路設計モデリング作業フロー → 道路モデルタブ → 見直しグループ］ 

または、道路モデルハンドルを選択し、ポップアップアイコンメニューを呼び出します。［道路モデルレポート］  をク

リックし、［構成要素の数量（平均断面法）レポート］  を選択します。 
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構成要素の数量レポートの例を下に示します。算出される数量には2つのタイプがあります。 

1. 土工量 - 切土と盛土を含む土工量です。土工量は、下面メッシュと現況地盤の体積差として算出されます。下面メッ

シュの詳細については、「9I.1 上面メッシュと下面メッシュ」を参照してください。 

2. 構成要素の数量 - 道路モデルの作成に使用された標準断面の構成要素から算出されます。構成要素の数量は、

平面（サーフェス面積）または体積です。 

備考:「切土量」と「盛土量」（土工量）は、「切土」と「盛土」の構成要素の数量と互換性はありません。「切土」と「盛土」の数量

は、平面の構成要素である端部要素に対応します。「切土」と「盛土」の構成要素の数量は、盛土の表面積を表示します。 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

土工量 

構成要素の数量 

レポートボタンをクリックすると、 
各標準断面配置の測点の詳細を確認できます。 

レポートでは、ユーザーがXMLやExcelを 
出力することもできます。（次ページ参照） 

構成要素の数量（平均断面法）レポート 

レポートをExcelまたはXMLで出力するに
は、ファイルから＞保存を選択 

レポート画面を右クリックし、Excel
への出力を選択することも出来ます 

標準断面 

構成要素の数量 
「02_表層」「05_上層路盤」 

「06_下層路盤」「07_上部路床」 

構成要素の数量 
「盛土法面」 

（サーフェス面積のみ） 

土工量 
「盛土工」 

構成要素の数量 
「切土法面」 

（サーフェス面積のみ） 

土工量 
「切工量」 
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構成要素の数量は、 
各標準断面配置の測点ごとに計算されています。 

構成要素の数量の総計は、 
レポートの最後に表示されています。 

レポートを外部ファイルとして出力するときは、 
ファイルタブの「名前を付けて保存」を 

左クリックします。 
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9I モデルの詳細ツール 
 

9I.1 法面記号 

［モデルの詳細タブー3次元ツールグループ］にある［法面記号］ツールではビュー上で指定した法肩線と法尻線の間に法面記号を

配置します。法面記号は2Dだけではなく3Dモデル上にも表示されます。なお記号は固定でタイプ指定や変更はできません。 

 

 
 

作業手順 

①  ツールを起動します。 

②  

Step1で作成方法を選択します。 

法面記号の切盛タイプを選択します。 

 

 
標高差による切盛自動判定: 

選択した線分の高さから切盛りを自動判定して配置。 

 
盛土（2D）: 

主を基準にして盛土として配置。 

 

主 

副 
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切土（2D）: 

主を基準にして切土として配置。 

 

③  Step2とStep3で主/副の特性定義を選択します。 

④  
ビュー上で法肩線と法尻線を選択します。ボタンを押すとダイアログが非表示となり、CAD上での線分指定の待機状態となり

ます。対象は特性定義を持つ3D線分のみで、対象外が選択された場合の動作は後述のメッセージが表示されます。 

⑤  

Step4で法面記号を設定します。 

・主記号の配置間隔:主記号（⾧い線）同士の間隔（下記図は10ｍ）。1～1000で入力する。 

・主記号間に配置する副記号数:主記号（⾧い線）間に副記号（短い線）を何本配置するか（下記図は2本）。0～

999で入力する。 

・副記号の⾧さ:副記号（短い線）の⾧さを主記号（⾧い線）の何％にするか（下記図は25％）。1～100で入力す

る。 

 
・最小記号⾧さ:この数値以下となる法面記号は配置されない。0～999で入力する。 

・最小標高差:作成方法が「標高差による切盛自動判定」の場合に有効となる。標高差がこの数値以下となる箇所には法

面記号が配置されない。0～999で入力する。 

・標高差を考慮し副記号を配置:作成方法が「標高差による切盛自動判定」の場合に有効となる。 

チェックONの場合、線分間の標高差に応じて副記号の⾧さが変化する。 

＜ONの場合＞                          ＜OFFの場合＞ 

          

⑥  法面記号が配置されます。 

法面記号の配置結果は、成功の場合は左図、失敗の場合は右図のメッセージが表示されます。 

         
 

 

また、「配置」ボタン押下時に以下メッセージが表示されます。 
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・法肩線または法尻線が選択されていない場合 

 
・法肩線と法尻線に同じ線要素が選択されていない場合 

 
・「主記号の配置間隔」が空など無効な場合 

 
・「主記号間に配置する副記号数」が空など無効な場合 

 
・「最小記号⾧さ」が空など無効な場合 

 
・「最小標高差」が空など無効な場合 
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・「副記号の⾧さ」が空など無効な場合 

 
・「法面記号に使用するレイヤ」が空など無効な場合 

 
 

読み取り専用データを開いている場合は、コマンド実行時に以下メッセージが表示されます。 

 
  



115 

9I.2 材質 

［モデルの詳細タブー材質グループ］にあるツールでは、モデル内の要素にアタッチされている材質を追加/削除できます。 

 
材質定義はパレットファイルに保存されます。このツールでは、材質パレットを読込み、そこからDGNファイル内の要素に材質を適用しま

す。材質はグループ右角を左クリックすると開かれる「材質エディタ」で管理します。 

［材質をアタッチ］ツールを起動すると、ダイアログが開きます。 

 
 

ダイアログ 

パラメータ 説明 

テクスチャ貼付け モデル内の要素にレイヤと色による材質を割り当てます。 

割り当てを削除 レイヤと色による材質の割り当てを削除します。 

材質をアタッチ モデル内の要素に材質を属性として割り当てます。個々の面に材質を割り当てる機能も含まれま

す。この方法で割り当てられた材質は、レイヤと色による材質の割り当てを上書きします。 

アタッチされた材質

を削除 

モデル内の要素、面に属性として割り当てた材質を削除します。 

クエリ モデル内の要素に割り当て/アタッチした材質を照会します。 

プレビューエリア ダイアログ左下にあるこのエリアには、現在選択されている材質のプレビューが表示されます。このエリア

を右クリックすると、材質エディタが起動し、プレビューオブジェクト（球、⾧方形、円柱、立方体）を

選択できます。また、プレビューウィンドウのダブルクリックでも材質エディタが起動します。 

材質 材質を設定します。太字で表示される材質は、現在、DGNファイル内の要素にレイヤ/色の割り当て

として適用されているか、要素にアタッチされています。 

マウスカーソルを材質名の上に置くと、ツールヒントに材質の色とレイヤの割り当てが表示されます。 

パレットを開く [パレットを開く] ダイアログが開き、読み込む材質パレットファイルを選択できます。 

材質指定を編集 [材質指定を編集]ダイアログが開きます 。このダイアログでは、色とレイヤによって要素に材質を手動

で適用します。 
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「材質エディタ」では、セル配置した看板等に表示している画像を変更することが出来ます。セルを配置したDGNファイルの材質エディタ

を開くと、左側のリストに、セル名のフォルダが表示されます。 

フォルダを展開し、プレビューで看板の画像が表示されている材質を選択し、「全般タブ―色―パターンマップ」アイコンを左クリックします。 

パターンダイアログが表示されるので、画像名の横にある「…」ボタンを左クリックし、変更したい画像を選択します。画像の向きを変えたい

場合は、パターンダイアログの回転フィールドで角度を入力して調整します。 

 


